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保険医協会に未入会の歯科の先生へ
理事　小島　登（内灘町・歯科）

現在の医療をめぐる状況は大変厳しく、歯科医院の経営悪化や歯科保
険診療も困難になっています。
歯科部では、最新の保険情報、提供文書の工夫や有用な図書の紹介と
無料配布を行っています。また、医科や医療関係者との交流機会を増や
し、学ぶ心を持ち続けて行動する仲間が集い、以下のことをモットーに
企画を立て、積極的に講演会などを実行しています。
これから共に協力して、地域医療を改善していこうではありませんか。
保険医協会へのご入会をお待ちしています。

保険医協会・歯科部のモットー

保険医協会・歯科部のモットーは次のとおり。
①情報の賞味期限に気を配ります
賞味期限の短いものは、枝葉をできるだけそぎ落とし、核心部分をで
きるだけ最速にタイムリーに提供します。普遍的な将来性のあるスパン
の長いテーマはいろんな角度からじっくり考えます。
②客観的価値と主観的価値のバランスを考えます
社会から求められているものを冷静に見極め、自分のアイディアを巧
みに組み合わせます。咀嚼されていない客観的な「資料」の提供では、
インパクトも面白みもありません。しかし、自分の興味ばかり主張しす
ぎますと、独りよがりになります。周囲の動きや流れと共有させて、客観
的能力を鍛えます。
③自分のフィルターを進化させます
日ごろから平面的な「資料」からメリハリ、濃淡のついた「情報」へ
活性化させる訓練をします。出会いが一番のチャンスと思い、意識して
情報の取捨選択を心がけます。「情報」を自分の中に深くくぐらせ、消化
して、優先順位をつけ、使えるアイディアを編み出していきます。また、
異種の情報源に積極的に接するようにして感性を磨き、着眼点や脳の働
きを鍛えておきます。

保険医協会は 

国民医療の充実と 

保険医の生活を守ります。 

未入会の先生へ 

　お電話または同封の入会申込ハガキに必要事項を 
記入のうえ、ご返送下さい。 

◎会　費（月額） 

◎入会金　な　し 

◎連絡先 

石川県保険医協会  電話 076（222）5373

※３カ月ごとに銀行口座から引き落としさせて頂きます。 
開業医　4,500円／勤務医　3,800円 

〒920-0902 金沢市尾張町2丁目8番23号 
 （太陽生命金沢ビル6階） 

入会の 
方法は 
入会の 
方法は 

保険医協会にぜひご入会下さい！ 

医科　723人、歯科　283人 

会員数　1,006人 
本号は保険医協会未入会の先生方にも
お届けしました。 
この機会にぜひ入会をご検討下さい。 

日本の借金である長期債務残高が 2006 年には 700 兆円を超え、厳しい財政状況に

陥っている。そのために、国民に対してさまざまな側面で痛みを押し付けている一方、

われわれ医療者側も非常に困難な事態となっている。

病院で勤務をしていて感じることだが、ここ 4～ 5年の間に医療環境が大きく変わ

ったように思われる。まずは書かなければならない書類の多さ、入院診療計画書や、

介護保険での主治医意見書、生命保険の書類も増えている。

また、医療の安全性が声高に言われるようになり、ますます忙しくなった。ISOや

医療機能評価、各種クリパスの作成などに相当な時間がとられる。

また、対患者関係では、以前より短い在院日数の中で、いかに不満が出ないように

するか、入院直後、中間報告、退院前の説明など、面談室に入る頻度が多くなった。

また、眠れぬ当直明けに、手術や外来、検査などをこなしている勤務医が多いだろ

う。それでも何とか続けているのは、問題を抱えてしまった患者さんを良くしたいと

いう思いがまだあるからである。

しかしそうした気持ちも、環境によっては続けていくことができなくなってしまう

ことも容易に想像がつく。近年、勤務医が辞めていくケースが多いと感じる。こうし

た状況に至った原因は、絶対的な医師不足が大きな要因である。国が医療に対して、

金を回そうとしないからである。数十年先には人口がもっと減るから、今は我慢しろ

といったところだろう。このまま国や政治家の言いなりになっていていいのだろうか。

このままでは勤務医の過労死、自殺がまたでるかもしれないし、多くの勤務医が辞め

て、新たななり手もなく、医療が崩壊してしまいかねない。

そのために、この保険医協会という場を借りて、石川の多くの勤務医が意見を出し

合い、国や地方の政策に反映されるような運動を起こしたいと考えている。ぜひ多く

の勤務医の方々に保険医協会に入っていただき、活発な議論ができればと思っている。

まずは、今回『石川保険医新聞』に新設する「勤務医コーナー」にたくさんのご意

見が寄せられることを願っている。

（城北病院勤務医）

～勤務医は、もう声を 
　あげるときにきている～ 
～勤務医は、もう声を 
　あげるときにきている～ 

「勤務医コーナー」新設に寄せて 
 

斉藤　典才（金沢市・外科） 

お待たせしました !!

「病院マップ」 「病院マップ」 「病院マップ」 
2007年度版─完成！！ 2007年度版─完成！！ 
会員には本紙とともにお送りしました。 

追加は有料です。 
（1冊3,000円・会員は2,000円／送料込み） 

在庫が無くなり次第締め切ります。 

追加は有料です。 
（1冊3,000円・会員は2,000円／送料込み） 

在庫が無くなり次第締め切ります。 

※連絡先は一面左上に記載。 
　担当：杉野まで 

※連絡先は１面左上に記載。 
　　　　　担当：杉野まで 
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事務局　小野　栄子 

核戦争を防止する石川医師の会 

「アンゼラスの鐘」の有原誠治監督を招く 

『報復』ではなく『対話と理性』による平和運動を 『報復』ではなく『対話と理性』による平和運動を 

六
月
二
十
四
日
、
核
戦
争
を

防
止
す
る
石
川
医
師
の
会
（
以

下
、
反
核
医
師
の
会
）
は
、
石

川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
、
第
二
十
回
総
会
と
、
総
会

記
念
講
演
会
を
開
催
し
た
。

昨
年
七
月
、
反
核
医
師
の
会

は
、
長
崎
の
原
爆
被
害
の
実
相

を
描
い
た
ア
ニ
メ
映
画
『
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
１
９
４
５
・
ア

ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
』
の
上
映
会
を

他
団
体
と
協
力
し
て
開
催
し
、

六
百
五
十
人
も
の
参
加
者
が
集

ま
り
、
好
評
を
得
た
。

今
回
の
総
会
記
念
企
画
で
は

『
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
』
の
監
督

で
あ
る
有
原
誠
治
氏
を
招
き
、

「
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
平
和
を

―

『
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
』
監
督

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
会
を
開
催
し

た
。以

下
、
有
原
監
督
の
講
演
を

要
約
す
る
。

◇

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、
子
ど

も
を
夢
中
に
さ
せ
る
力
を
持
つ

と
同
時
に
、
作
者
の
主
観
や
意

図
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
、
良
い

意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
教
育

的
な
意
味
も
持
つ
。

戦
時
中
、
子
ど
も
た
ち
を
戦

争
に
動
員
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
作
ら
れ
た
戦
意
高
揚
ア
ニ

メ
を
、
当
時
六
十
万
人
も
の
子

ど
も
た
ち
が
観
た
。
そ
し
て
自

ら
志
願
し
て
戦
争
に
動
員
さ

れ
、
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
ニ
メ
映
画

は
と
き
に
、
戦
争
の
一
端
を
担

う
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

教
訓
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。近

年
、
特
に
教
育
基
本
法

「
改
正
」
以
降
は
、
戦
時
中
と

同
様
に
戦
意
高
揚
の
た
め
の
ア

ニ
メ
が
作
ら
れ
始
め
る
の
で
は

な
い
か
と
危
機
感
を
覚
え
て
い

た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
先
の
戦
争

を
「
大
東
亜
戦
争
」
と
礼
賛
す

る
ア
ニ
メ
映
画
『
靖
国
ア
ニ
メ

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
誇
り
』（
日
本
青
年

会
議
所
製
作
）
が
作
ら
れ
、
危

機
感
が
現
実
の
も
の
と
な
っ

た
。
ア
ニ
メ
映
画
が
持
つ
「
子

ど
も
た
ち
へ
訴
え
る
力
」
の
使

い
方
を
誤
る
と
、
子
ど
も
を
誤

っ
た
方
向
へ
導
く
危
険
性
を
持

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を

学
び
な
が
ら
、
数
年
に
一
度
は

社
会
に
貢
献
す
る
ア
ニ
メ
を
作

っ
て
い
き
た
い
。◇

こ
の
ほ
か
、
有
原
監
督
は
、

『
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
』
の
製
作

秘
話
や
、『
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
』

が
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
国
際

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
や
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た

「
被
爆
者
の
声
を
う
け
つ
ぐ
映

画
祭
」
で
観
客
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
、
多
く
の
感
想
文
が
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

そ
し
て
講
演
の
最
後
に
、

「
被
爆
者
の
方
々
が
残
さ
れ
た

命
を
か
け
て
、『
報
復
』
で
は

〝
原
爆
投
下
は
し
ょ

う
が
な
か
っ
た
〞
と
参

議
院
選
挙
前
に
発
言
し

た
久
間
防
衛
大
臣
が
辞

任
し
た
。
国
民
の
激
し

い
怒
り
を
買
っ
た
か
ら

だ
。
こ
の
出
来
事
は
六
十
年
経
過
し

た
今
な
お
、
先
の
戦
争
、
特
に
被
爆

体
験
が
国
民
に
と
っ
て
大
き
な
意
味

を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。朝

鮮
戦
争
か
ら
つ
な
が
る
冷
戦
構

造
の
中
で
、
日
本
政
府
は
日
米
安
保

条
約
体
制
を
選
択
し
た
。
し
か
し
一

方
で
、
戦
争
放
棄
を
う
た
っ
た
平
和

憲
法
の
理
念
を
具
現
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
責
務
も
背
負
っ
て
い
る
。

二
つ
の
柱
を
両
立
さ
せ
る
に
は
元
々

大
き
な
矛
盾
と
無
理
が
あ
っ
た
。
当

時
の
官
僚
機
構
は
そ
の
矛
盾
を
解
決

す
る
こ
と
を
諦
め
、
結
局
日
米
安
保

条
約
を
全
て
の
拠
り
所
と
し
た
政
治

社
会
体
制
が
作
り
出
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
追
随
が

常
態
化
す
る
今
日
の
状
態
を
招
い
て

い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
戦
争
を
回
避
す
る
た

め
な
ら
軍
事
カ
ー
ド
も
あ
っ
て
し
か

る
べ
き
、
と
言
う
意
見
も
あ
る
が
、

し
か
し
、
イ
ラ
ク
戦
争
で
ア
メ
リ
カ

と
の
付
き
合
い
の
た
め
無
駄
に
費
や

さ
れ
た
税
金
の
総
額
は
い
か
ば
か
り

で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
数
千
億
円
の
兵

器
購
入
を
我
慢
す
れ
ば
小
さ
い
自
治

体
の
破
綻
は
救
わ
れ
る
は
ず
で
あ

る
。経

済
状
態
の
悪
化
か
ら
の
歳
入
不

足
を
理
由
に
最
低
限
必
要
な
社
会
保

障
費
が
次
々
と
犠
牲
と
な
っ
て
い
る

現
状
を
鑑
み
れ
ば
、
予
算
の
聖
域
と

さ
れ
て
い
る
防
衛
予
算
を
削
減
す
べ

き
で
あ
る
と
真
剣
に
考
え
る
国
民
も

多
い
の
で
は
な
い
か
。

最
近
で
は
、
小
学
校
で
の
憲
法
教

育
は
十
分
行
わ
れ
て
い
な
い
と
聞

く
。
本
来
な
ら
現
行
の
憲
法
を
遵
守

す
る
た
め
の
教
育
が
積
極
的
に
公
教

育
の
場
で
行
わ
れ
、
公
務
員
は
憲
法

を
遵
守
す
る
義
務
が
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
平
和
教
育
を
十
分
行
え
ば
、
戦

後
生
ま
れ
で
あ
っ
て
も
久
間
発
言
の

異
常
さ
に
気
づ
く
は
ず
な
の
だ
。

今
ほ
ど
憲
法
を
遵
守
す
る
た
め
の

努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
は
な

い
。
官
僚
機
構
も
矛
盾
だ
ら
け
の
法

律
の
整
合
性
を
図
る
こ
と
に
注
力
す

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
高
い
能
力

を
、
福
祉
の
増
進
と
平
和
の
実
現
に

こ
そ
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
日

米
安
全
保
障
の
在
り
方
そ
の
も
の
を

日
本
国
憲
法
第
九
条
の
原
点
に
立
ち

返
っ
て
、
も
う
一
度
議
論
す
べ
き
時

期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

表
裏
一
体
の
平
和
と
福
祉
 

表
裏
一
体
の
平
和
と
福
祉
 

表
裏
一
体
の
平
和
と
福
祉
 

ま
ず
憲
法
の
遵
守
か
ら
 

ま
ず
憲
法
の
遵
守
か
ら
 

第
七
回
理
事
会
は
、
ほ
ぼ

定
刻
通
り
に
始
ま
っ
た
。

報
告
事
項
で
は
、
総
務
部

は
、
会
員
動
向
は
一
人
増
の

千
七
人
。「
九
条
の
会
・
石

川
医
療
者
の
会
」
か
ら
、
八

月
四
日
莇
昭
三
氏
、
十
月

二
十
一
日
か
つ
お
き
ん
や
氏

の
講
演
を
予
定
し
て
い
る
旨

報
告
。

経
営
共
済
部
は
、
六
月

二
十
三
・
二
十
四
日
に
開
か

れ
た
保
団
連
代
議
員
会
の
討

議
内
容
か
ら
、
休
業
保
障
制

度
の
存
続
に
関
す
る
今
後
の

方
向
性
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
新
保
険
業
法
適

用
除
外
を
実
現
す
る
こ
と
に

全
力
を
傾
け
て
い
く
よ
う
に

感
じ
ら
れ
た
。

歯
科
部
は
講
演
会
の
企

画
。
学
術
保
険
部
は
北
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
と
厚
労
省
と
の
懇

談
報
告
、
個
別
指
導
関
連
文

書
の
開
示
請
求
結
果
に
関
す

る
協
会
の
コ
メ
ン
ト
（
保
険

医
新
聞
七
月
号
記
事
）、
社

会
保
険
事
務
局
と
の
懇
談
会

の
企
画
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。医

療
福
祉
部
か
ら
は
、

『
病
院
マ
ッ
プ
』（
八
月
）

『
福
祉
マ
ッ
プ
』（
九
月
）
が

予
定
通
り
発
刊
さ
れ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

協
議
事
項
で
は
、
医
療
・

介
護
関
連
情
報
の
レ
ク
チ
ャ

ー
に
つ
い
て
、
前
回
理
事
会

の
決
定
を
受
け
、
本
紙
に
掲

載
す
る
た
め
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

版
が
披
露
さ
れ
た
。
九
月
号

か
ら
会
員
の
み
な
さ
ま
の
元

に
届
け
ら
れ
る
予
定
だ
。
そ

の
他
、
六
月
二
十
六
、
二
十

七
日
に
行
わ
れ
た
困
り
ご
と

相
談
「
医
療
・
福
祉
・
介
護

１
１
９
番
」
は
、
事
前
の
周

知
不
足
か
ら
低
調
に
終
わ
っ

た
と
総
括
さ
れ
、
次
回
開
催

時
の
教
訓
に
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
保
団
連

会
議
に
つ
い
て
の
協
議
が
あ

り
、
定
刻
に
終
わ
っ
た
。

【
西
田　

記
】

『病院マップ』『福祉マップ』
ただ今、編集中！

『病院マップ』『福祉マップ』
ただ今、編集中！
（7月3日・12人出席） 

第7回 理事会点描

な
く
『
対
話
と
人
間
の
理
性
』

で
も
っ
て
核
兵
器
の
廃
絶
を
求

め
て
き
た
反
戦
・
平
和
運
動

は
、
着
実
に
世
界
を
変
え
て
き

た
。
被
爆
者
の
方
々
の
こ
れ
ら

活
動
は
、『
憲
法
九
条
』
と
と

も
に
世
界
に
誇
る
べ
き
文
化
遺

産
で
あ
る
」
と
述
べ
、
講
演
を

締
め
く
く
っ
た
。

反
核
医
師
の
会
は
、
核
兵
器

の
恐
ろ
し
さ
を
多
く
の
子
ど
も

た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

今
後
も
県
内
各
地
で
『
ア
ン
ゼ

ラ
ス
の
鐘
』
が
上
映
さ
れ
る
こ

と
を
願
い
、
上
映
会
の
開
催
に

協
力
す
る
こ
と
を
今
年
の
活
動

方
針
に
掲
げ
て
い
る
。

『
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
』
の
上

映
会
を
検
討
さ
れ
て
い
る
団
体

が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
、
反
核
医
師

の
会
ま
で
ご
相
談
い
た
だ
き
た

い
。

カイスイヨク（海水浴） 

1.ひとつ目がみつ目小僧 
2.提灯お化けの中の火の玉が電球 
3.落ちてきたコンニャクが雑巾 
4.ろくろ首の首 
5.井戸のお化けの背中 
6.真ん中の男性の左手 
7.墓石の形 

（
問
題
十
五
面
） 

（問題11面） 

囲

解
答

碁
イ ハ 

ニ 

ホ 
ヘ 

ロ 

57
1

3

1

4

6 2

一 

二 

三 

四 

五 

六 

七 

八 

8 97654321

（
問
題
は
15
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
の
ツ
ケ
が
好
手
で
以
下
黒
7

ま
で
コ
ウ
に
な
り
ま
す
。
白
4
で
5

は
黒
イ
白
4
黒
ロ
白
ハ
黒
ニ
で
活
き
。

黒
1
で
3
は
白
イ
黒
1
白
ニ
で
黒
死

で
す
。
白
2
で
5
は
黒
ホ
白
2
黒
ヘ

と
外
に
脱
出
し
ま
す
。
 

〈
正
解
〉
1
三
歩
成
、
同
馬
、
1
一
金
、

同
玉
、
1
三
飛
成
、
同
桂
、
3
三
角
、

1
二
玉
、
2
二
角
成
ま
で
九
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
2
三
飛
成
は
、
同
玉
、
1
二
角
、

3
三
玉
以
下
詰
み
ま
せ
ん
。
ま
た
2

二
金
は
同
馬
以
下
不
詰
め
。
1
三
歩

成
が
好
手
で
、
同
玉
な
ら
2
四
金
以
下
、

ま
た
同
桂
な
ら
2
三
飛
成
、
同
玉
、

1
四
角
以
下
い
ず
れ
も
早
詰
み
で
す
。

同
馬
に
同
飛
成
は
、
同
玉
、
2
二
角
、

2
三
玉
と
さ
れ
詰
み
ま
せ
ん
。
1
一

金
が
継
続
手
で
、
同
玉
に
1
三
飛
成

で
角
を
入
手
し
詰
み
形
が
得
ら
れ
ま
す
。 

（
問
題
は
15
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答

講師の有原誠治監督
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C
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C
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C
C
C
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手
指
の
外
傷
や
腫
瘍
切

除
、
あ
る
い
は
爪
の
処
置

で
、
指
に
麻
酔
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

指
の
麻
酔
方
法
に
は
Ｍ
Ｐ

関
節
部
で
両
側
の
指
神
経
を

ブ
ロ
ッ
ク
す
る
方
法
や
、
術

野
に
直
接
麻
酔
剤
を
注
入
す

る
局
所
浸
潤
麻
酔
法
が
一
般

的
で
す
。

し
か
し
、
前
者
で
は
注
射

針
を
二
回
刺
す
こ
と
や
、
指

神
経
を
損
傷
す
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
後
者
で

は
指
先
の
麻
酔
剤
注
入
は
疼

痛
が
強
い
こ
と
、
広
範
で
深

い
麻
酔
が
得
ら
れ
な
い
こ

と
、
な
ど
の
欠
点
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
一
九
九
〇
年
に

C
hiu

は
手
指
の
Ｍ
Ｐ
関
節

部
の
屈
筋
腱
腱
鞘
内
に
麻
酔

薬
を
注
入
す
る
麻
酔
法
を
考

え
ま
し
た
。
こ
れ
だ
と
、
指

全
体
に
完
全
な
麻
酔
が
速
や

か
に
得
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
わ
が
国
で
も
こ

の
方
法
を
追
試
し
た
結
果
、

麻
酔
剤
を
皮
下
注
入
し
て

も
、
同
様
な
効
果
の
得
ら
れ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
手
技
も
簡
単

で
麻
酔
効
果
が
高
く
、
合
併

症
の
少
な
い
こ
の
麻
酔
法

は
、
手
の
外
科
専
門
医
の
間

で
は
急
速
に
普
及
し
て
い
ま

す
。
一
度
試
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

麻
酔
手
技
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

①
手
術
を
行
う
指
の
掌
側
、

Ｍ
Ｐ
関
節
部
に
印
を
つ
け

る
。

②
消
毒
後
、
一
％
リ
ド
カ
イ

ン
（
キ
シ
ロ
カ
イ
ン

‥

エ
ピ

レ
ナ
ミ
ン
な
し
）
二
〜
三
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
を
皮
下
に
注
入

す
る
。
注
入
時
の
痛
み
を
少

な
く
す
る
に
は
、
25
Ｇ
や
27

Ｇ
の
細
い
注
射
針
を
用
い
、

ゆ
っ
く
り
注
入
す
る
。

③
こ
の
操
作
に
よ
り
五
分
前

後
で
指
全
体
が
麻
酔
さ
れ

る
。
時
と
し
て
、
指
背
側
基

節
部
の
麻
酔
が
不
十
分
な
こ

と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
は
そ

の
部
位
に
浸
潤
麻
酔
を
追
加

す
る
。

④
麻
酔
深
度
は
深
く
、
皮
膚

の
み
な
ら
ず
、
爪
、
腱
、
骨

の
手
術
も
可
能
で
あ
る
。

⑤
麻
酔
持
続
時
間
は
少
な
く

と
も
一
時
間
は
あ
る
。

小
島
　
登
（
内
灘
町
・
歯
科
）
 

お
母
さ
ん
た
ち
の
関
心
高
く
 

た
く
さ
ん
の
質
問
が
相
次
ぐ
 

お
母
さ
ん
た
ち
の
関
心
高
く
 

た
く
さ
ん
の
質
問
が
相
次
ぐ
 

●
内
灘
町
で
食
育
講
演
会
開
か
れ
る
 

●
内
灘
町
で
食
育
講
演
会
開
か
れ
る
 

内
灘
町
町
民
福
祉
部
町
民
生

活
課
か
ら
の
依
頼
で
、
七
月
四

日
（
水
）
十
時
半
か
ら
約
一
時

間
、
内
灘
町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、「
虫
歯
予
防

と
食
育
」
と
題
し
て
お
話
し
し

た
。一

〜
二
歳
児
の
子
ど
も
を
持

つ
お
母
さ
ん
十
組
ほ
ど
の
参
加

が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
虫
歯
と
ミ
ュ
ー
タ
ン

ス
菌
や
唾
液
の
力
と
の
関
係
を

お
話
し
し
た
。
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス

菌
は
一
〜
四
歳
の
時
の
口
か
ら

口
へ
の
直
接
感
染
で
あ
り
、
食

べ
も
の
を
与
え
る
と
き
に
で
き

る
だ
け
注
意
を
す
る
。
ま
た
、

虫
歯
は
歯
表
面
プ
ラ
ー
ク
が
酸

性
に
な
っ
た
と
き
に
進
行
し
、

唾
液
に
よ
っ
て
中
和
さ
れ
る
と

再
び
石
灰
化
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
食
べ
物
の
摂
取
に
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
る
こ
と
と
、
寝
る
前

に
で
き
る
だ
け
食
べ
な
い
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ア
メ
や
ジ
ュ
ー
ス

い
く
こ
と
が
、
将
来
、
舌
や
口

唇
な
ど
口
の
機
能
の
調
和
に
つ

な
が
り
、
ま
た
、
歯
が
生
え
替

わ
る
こ
ろ
に
歯
と
歯
の
間
に
隙

間
が
で
き
、
顎
骨
の
発
育
や
歯

並
び
に
よ
い
影
響
を
与
え
る
。

そ
し
て
、
硬
い
も
の
で
は
な

く
、
大
き
い
も
の
を
飲
み
物
を

飲
ま
な
い
で
し
っ
か
り
咬
ん
で

食
べ
る
工
夫
や
、
ス
プ
ー
ン
や

フ
ォ
ー
ク
、
箸
を
使
い
始
め
る

時
期
に
つ
い
て
も
お
話
し
し

た
。参

加
者
か
ら
数
多
く
の
質
問

が
あ
り
、
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
た
。

今
後
、
ま
す
ま
す
核
家
族
化

が
進
む
中
、
育
児
に
悩
む
お
母

さ
ん
の
子
育
て
支
援
と
し
て
協

力
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
食
育
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

な
ど
と
の
付
き
合
い
方
に
も
触

れ
、
フ
ッ
素
の
利
用
も
薦
め

た
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
歯
磨
き

の
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
や
、
仕

上
げ
磨
き
の
時
に
痛
が
ら
な
い

よ
う
に
上
唇
小
帯
を
指
で
カ
バ

ー
す
る
こ
と
を
付
け
加
え
た
。

次
に
、
食
べ
る
機
能
を
引
き

出
す
た
め
に
「
ど
の
よ
う
に
し

て
」
食
べ
る
か
と
い
う
視
点

で
、
離
乳
食
の
進
め
方
を
解
説

し
た
。
唇
や
舌
の
動
き
を
よ
く

見
な
が
ら
、
あ
わ
て
な
い
で
ス

テ
ッ
プ
を
ゆ
っ
く
り
と
踏
ん
で今年 3月に発刊された全 570 ページにも及

ぶ長編ものだが、この私が珍しく飽きること

なく最後まで読めたのは、大変おもしろく、

示唆に富む書物なのであろう。

アメリカのカリフォルニア大学に勤務する 2人の医師の作品で、聖

路加国際病院院長の福井次矢先生が監訳されている。

まず序章で、1999 年にアメリカ医学研究所から報告された『アメリ

カでは医療過誤によって亡くなる人が毎年 4万 4 千人から 9万 8 千人

にのぼる』という衝撃的な数字から始まる。本書はいくつかの医療過

誤の事例を紹介している。受けなくても良い心臓カテーテル検査を受

けてしまった患者取り違え事故、医師の字が分かりにくかったため間

違った薬を呑まされ死亡してしまった若年男性の事故、心臓移植の権

威である医師が血液型を確認していなかったために死亡してしまった

小児の事故など、その場の状況を忠実に再現し、読んでいて「自分が

その立場であったら・・・」と感じてしまうほどの臨場感が伝わって

くるくらいの書き方である。

本書は、読者（一般市民が主体）に医療の困難さ、複雑さを理解し

てもらいたい、そして医療過誤をいかに防ぐかという医療提供者側へ

の教訓と、医療過誤からいかに免れるかという患者側への教訓をそれ

ぞれ示すものである。しかしこの類の本は、作るのが実は極めて難し

い。少なくとも日本人が作ったものの中に、このような本はいまだか

つて見られなかったと思う。本を書くのが得意なマスコミ関係の人に

は、難しい医療知識が大きな障害になっていることと、医療現場の特

有な文化やしきたり、あるいは沈黙を守るといった医療関係者の存在

のために、このような本は書きにくいだろう。

日本でもよく報道される医療事故の内容は、事実のほんの数パーセ

ントしか伝えていないような記事が多く、医療者側から見ると、もっ

と真実を伝えて欲しいと願うことが多いし、最も問題なのが事故を起

こした医師や、看護師がまるで単に殺人事件を犯した犯人のように書

かれてしまうことである。本当は、なぜそのような医療事故に至った

かを正確に伝え、それは主として医療の困難さやシステムの問題に迫

るべきことが多いのにである。

しかし、本当に責められるべき医療者が存在することは事実かもし

れない。また、一般の読者には、このような本で医療に疑心暗鬼にな

ってもらっては困るので、このようなセンセーショナルな本はあまり

世に出てこなかったものと思う。

しかし、現に医療事故は起こりうるものであり、最近の医療過誤、

医療訴訟を考えるにつれ、医療者側と患者側とが、もっと医療の不確

実性、困難性をよく理解し合う、話し合うことが大切で、その意味で

この本は大変貴重と思う。そしてそれを防ぐ最も重要なことは、仕事

に余裕のない医療事情も大きな要因であり、医師不足、看護師不足の

解消がまずは大切なのである。

書評 書評 書評 『新たな疫病 
  「医療過誤」』 
『新たな疫病 
  「医療過誤」』 
斉藤　典才（金沢市・外科） 

（その50） 

手の指における 
麻酔方法について 
北山　吉明（金沢市・形成外科） 

内灘町子育て支援センターで開かれた食育講演会
小島登理事が講師として参加（7月4日）
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三
月
二
十
五
日
午
前
九
時
四
十
二
分 
三
月
二
十
五
日
午
前
九
時
四
十
二
分 

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
九 

最
大
震
度
六
強 

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
九 

最
大
震
度
六
強 

特 別 座 談 会  特 別 座 談 会  

～その時、そしてこれから～ 
医師の見た能登半島地震 医師の見た能登半島地震 テ

ー
マ 

テ
ー
マ 

2007年3月25日午前9時42分、能登半島で起きたマグニチュード6.9、最大震度6強を記録した地震は、輪島市、七尾市、穴水町

を中心に、原発を抱える志賀町までを震撼させ、3カ月たった今なお、その復旧は進んでいない。 

あれから3カ月、能登に復興の兆しは訪れたのだろうか。能登の高齢者たちは、今、仮設住宅で何を思って暮らしているのだろうか。 

能登の過疎・高齢化は深刻である。能登にとっての「復興」とは・・・、そして、われわれ医師の果たすべき役割とは？ 

テ
レ
ビ
が
、台
と
一
緒
に
 

二
メ
ー
ト
ル
ふ
っ
飛
ん
で
 

テ
レ
ビ
が
、台
と
一
緒
に
 

二
メ
ー
ト
ル
ふ
っ
飛
ん
で
 

【
司
会
（
大
平
）】「
医
師
の
見

た
能
登
半
島
地
震
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
今
か
ら
座
談
会
を
始

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

本
日
は
、
門
前
地
区
か
ら
歯

科
の
星
野
先
生
と
松
原
先
生
、

外
科
の
山
岸
前
能
登
北
部
会
長

に
出
席
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
ご
事
情
あ
っ
て
本
日

出
席
い
た
だ
け
な
か
っ
た
大
和

一
成
先
生
（
大
和
医
院
・
神
経

科
）
と
松
本
洋
先
生
（
輪
島
病

院
・
内
科
）
に
は
、
被
災
経
験

に
つ
い
て
の
原
稿
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
（
六
面
・
八
面

に
掲
載
）。

【
井
沢
】
震
災
か
ら
三
カ
月
経

過
し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
余

震
が
続
い
て
お
り
、
暗
た
ん
た

る
気
持
ち
で
す
。
そ
う
い
う
中

で
地
元
先
生
方
が
頑
張
っ
て
お

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
、
心
か

ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。本

日
は
、
現
在
に
至
る
ま
で

の
先
生
方
の
ご
苦
労
、
問
題
点

な
ど
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
、
貴
重
な
体
験
を
み
ん
な
の

も
の
に
で
き
れ
ば
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
司
会
】
そ
れ
で
は
、
星
野
先

生
、
松
原
先
生
、
山
岸
先
生
の

順
に
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
星
野
】
門
前
で
歯
科
医
院
を

開
業
し
て
お
り
ま
す
星
野
で

す
。三

月
二
十
五
日
当
日
で
す

が
、
多
少
前
日
の
お
酒
が
残
っ

た
状
態
で
、
朝
方
、
地
域
の
仕

事
を
し
た
後
横
に
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。
九
時
四
十
二
分
、
も

の
す
ご
い
揺
れ
が
あ
り
ま
し

た
。
最
初
、
何
が
起
こ
っ
た
の

か
、
す
ぐ
に
地
震
と
い
う
の
は

分
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
。
テ

レ
ビ
が
台
ご
と
、
二
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
横
に
飛
ば
さ
れ
て
、
棚
か

ら
は
物
が
落
ち
て
き
て
い
ま
し

た
。動

け
な
か
っ
た
で
す
ね
。
そ

れ
が
何
十
秒
だ
っ
た
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
す
ご
く

長
く
感
じ
ま
し
た
。
揺
れ
が
お

さ
ま
る
の
を
待
っ
て
、
私
の
い

た
四
階
か
ら
一
つ
下
の
三
階
へ

下
り
ま
し
た
。
書
棚
は
全
部
倒

れ
て
い
ま
し
て
、
食
器
棚
も
観

音
開
き
状
態
で
、
皿
、
茶
わ
ん

類
は
八
割
が
散
乱
状
態
で
し

た
。一

階
が
薬
局
の
店
舗
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
こ
は
も
っ
と

ひ
ど
い
状
況
で
す
。
物
が
全
部

棚
か
ら
落
ち
て
、
ガ
ラ
ス
に
入

っ
た
も
の
は
割
れ
て
お
り
ま
し

た
。
ド
リ
ン
ク
類
が
入
っ
て
い

る
重
た
い
ス
ト
ッ
カ
ー
も
一
台

倒
れ
て
い
ま
し
た
。

家
族
の
無
事
を
確
認
し
て
や

っ
と
近
く
の
駐
車
場
へ
私
ら
が

避
難
し
て
、
周
り
の
家
の
人
も

集
ま
っ
て
き
た
・
・
・
。

建
物
や
物
だ
け
で
は
な
く
 

人
の
体
と
心
も
傷
つ
い
て
 

建
物
や
物
だ
け
で
は
な
く
 

人
の
体
と
心
も
傷
つ
い
て
 

【
松
原
】
地
元
で
開
業
し
て
い

る
歯
科
の
松
原
で
す
。

当
日
朝
、
講
演
会
が
高
松
で

あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
に
出
か
け

る
と
こ
ろ
だ
っ
た
ん
で
す
。
ち

ょ
う
ど
能
登
有
料
道
路
か
ら
降

り
た
と
こ
ろ
で
、
道
路
の
地
響

き
が
す
ご
く
、
街
灯
が
こ
ん
な

に
揺
れ
て
い
た
。

そ
れ
で
、
会
場
へ
行
っ
た

ら
、
こ
っ
ち
は
被
害
が
な
い
か

ら
「
そ
の
ま
ま
講
演
を
し
ま

す
」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ

っ
た
。
講
演
が
始
ま
っ
て
一
時

間
ぐ
ら
い
し
た
ら
携
帯
が
鳴
っ

て
、
娘
か
ら
「
お
父
さ
ん
生
き

と
る
？
」
っ
て
。
そ
れ
で
初
め

て
何
だ
ろ
う
と
思
っ
た
わ
け
で

す
。娘

か
ら
連
絡
が
き
て
か
ら

は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に

ど
こ
と
も
連
絡
が
つ
か
な
い
状

態
で
、
被
害
の
状
況
も
全
然
分

か
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。
と
り

あ
え
ず
う
ち
へ
帰
ら
な
き
ゃ
と

思
っ
た
け
ど
、
途
中
通
行
止
め

で
、
穴
水
の
八
ケ
川
ダ
ム
の
方

を
回
っ
て
、
う
ち
に
帰
り
ま
し

た
。診

療
所
に
最
初
に
行
っ
た
と

き
は
、
開
け
た
ら
も
う
一
回
閉

め
た
く
な
る
よ
う
な
感
じ
で
し

た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
を
開
け
た

ら
、
ボ
ル
ト
で
設
置
し
て
あ
る

パ
ノ
ラ
マ
が
が
ー
ん
と
倒
れ
て

き
て
、
も
う
後
は
推
し
て
知
る

べ
し
で
し
た
。

で
も
ス
タ
ッ
フ
が
次
の
日
、

自
分
の
と
こ
ろ
を
差
し
置
い
て

来
て
く
れ
、
す
っ
か
り
き
れ
い

に
し
て
く
れ
た
の
が
す
ご
く
助

か
り
ま
し
た
。

そ
の
日
の
夕
方
、
ま
た
震
度

五
が
来
ま
し
て
、
両
親
も
八
十

歳
を
超
え
て
お
り
、
こ
り
ゃ
だ

め
だ
と
い
う
こ
と
で
、
避
難
所

に
入
り
一
晩
暮
ら
し
た
ん
で

す
。
家
族
七
人
を
私
は
抱
え
て

た
ん
で
す
が
、
避
難
所
じ
ゃ
無

理
だ
と
感
じ
、
内
灘
の
姉
の
家

の
と
こ
ろ
へ
私
と
妻
を
除
く
家

族
五
人
を
預
か
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

一
番
下
の
娘
が
、
学
校
で
は

元
気
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
家

へ
帰
る
と
無
表
情
で
、
食
事
を

一
切
し
な
く
な
っ
た
。
他
に
も

い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
家
の
中
そ

の
も
の
が
本
当
に
大
変
で
し

た
。お

か
げ
さ
ま
で
診
療
は
何
と

か
で
き
て
い
ま
す
。
家
は
半
壊

で
、
蔵
が
半
壊
、
大
き
い
倉
庫

は
全
壊
で
、
や
っ
と
撤
去
が
終

わ
り
ま
し
た
。
診
療
所
も
完
全

に
直
そ
う
と
し
た
ら
壊
さ
な
き

ゃ
だ
め
だ
ね
と
言
わ
れ
る
し
、

お
金
の
問
題
も
あ
っ
て
、
何
と

か
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
ま
す
。

【
司
会
】
壊
れ
る
の
は
建
物
だ

け
で
は
な
く
て
、
人
の
体
と
心

も
ど
ん
ど
ん
む
し
ば
ま
れ
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
少
し
理
解
で

き
た
思
い
が
し
ま
す
。

【
山
岸
】
近
く
で
開
業
し
て
い

◆松原　完也◆
（松原歯科医院・歯科）輪島市門前町

司　　会 

＊星野　伸也 （マルト歯科医院・歯科）輪島市門前町 
＊松原　完也 （松原歯科医院・歯科）輪島市門前町 
＊山岸　　満 （山岸医院・内科、外科）輪島市門前町 
＊井沢　宏夫 （保険医協会会長・内科）金沢市 
＊喜多　　徹 （保険医協会副会長・内科）野々市町 
＊平田　米里 （保険医協会副会長・歯科）野々市町 

＊大平　政樹 （保険医協会理事・外科）金沢市 
＊神田　順一 （保険医協会・事務局長） 
 

＊大和　一成 （大和医院・神経科） ・・・・・・・・・６面 
＊松本　　洋 （輪島病院・内科） ・・・・・・・・・・・８面 
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る
山
岸
で
す
。
三
月
ま
で
能
登

北
部
医
師
会
の
会
長
を
し
て
お

り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
地
震
が

発
生
し
た
二
十
五
日
に
は
能
登

ゴ
ル
フ
に
い
ま
し
た
。
第
二
ホ

ー
ル
目
で
次
の
シ
ョ
ッ
ト
に
入

っ
た
瞬
間
に
、
が
ー
ん
と
い
う

よ
う
な
地
響
き
み
た
い
な
も
の

が
あ
っ
た
ん
で
す
。

雷
で
も
落
ち
た
の
か
な
と
言

っ
た
瞬
間
に
、
横
の
松
林
の
木

が
不
自
然
に
動
く
ん
で
す
。
そ

の
後
、
私
の
携
帯
が
鳴
り
ま
し

て
、「
家
の
中
が
め
ち
ゃ
め
ち

ゃ
や
か
ら
す
ぐ
帰
り
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
た
。
そ
れ
で
能
登
で

地
震
が
起
き
た
ん
だ
な
と
分
か

り
ま
し
た
。

帰
り
は
、
富
来
に
近
く
な
る

ほ
ど
地
割
れ
が
ひ
ど
く
な
る
ん

で
す
ね
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ラ

ジ
オ
で
は
女
性
が
一
人
亡
く
な

っ
た
と
い
う
よ
う
な
話
が
出

た
。
う
ち
も
有
床
診
療
所
に
な

っ
て
い
る
の
で
八
十
五
、六
歳

の
女
性
が
三
人
入
院
し
て
お
い

で
た
。
そ
の
情
報
が
ま
っ
た
く

分
か
ら
な
か
っ
た
。
本
当
に
い

ら
い
ら
し
な
が
ら
進
み
ま
し

た
。
途
中
、
道
路
の
岩
盤
が
ど

ー
ん
と
崩
落
し
て
い
て
、
よ
う

や
く
帰
っ
た
の
が
十
二
時
過
ぎ

で
し
た
。

帰
っ
て
み
る
と
、
外
か
ら
見

る
分
に
は
本
当
に
静
か
な
た
た

ず
ま
い
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
う

ち
の
中
は
か
ち
ゃ
か
ち
ゃ
に
な

っ
て
い
た
。
段
ボ
ー
ル
に
三
つ

ほ
ど
食
器
の
つ
ぶ
れ
た
の
が
車

庫
の
と
こ
ろ
に
積
ん
で
あ
り
ま

し
た
。

医
院
の
方
は
パ
ソ
コ
ン
と
か

テ
レ
ビ
と
か
全
部
落
ち
て
い
ま

し
た
。
医
薬
品
の
棚
も
倒
れ
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
従
業
員
が

す
で
に
掃
除
し
て
き
れ
い
に
整

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

「
先
生
が
来
る
の
を
待
っ
と
っ

た
」
と
い
う
こ
と
で
、
十
二
人

ぐ
ら
い
の
人
が
診
療
に
お
い
で

た
。
足
と
か
顔
を
切
っ
た
人
が

五
人
、
や
け
ど
し
た
人
が
三
人

と
、
椎
間
板
障
害
を
起
こ
し
た

人
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
胃
腸
炎
を

起
こ
し
て
い
る
人
が
い
ま
し

た
。そ

う
し
て
い
る
う
ち
に
、
福

井
日
赤
か
ら
先
生
が
来
た
と
い

う
こ
と
で
、
初
め
て
行
政
の
ほ

う
か
ら
お
呼
び
が
あ
っ
た
。
そ

の
と
き
に
お
寺
の
本
殿
が
余
震

で
つ
ぶ
れ
た
の
を
見
て
、
や
は

り
余
震
は
恐
い
と
言
う
実
感
を

持
ち
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
本
当
に
申
し
わ
け

な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
地
域
で

来
た
人
だ
け
を
診
る
体
制
を
自

分
は
と
れ
ば
い
い
と
い
う
ふ
う

な
感
覚
で
一
日
目
は
対
応
し
て

い
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

震
度
六
以
上
の
被
災
会
員
 

百
六
十
一
人
に
状
況
調
査
 

震
度
六
以
上
の
被
災
会
員
 

百
六
十
一
人
に
状
況
調
査
 

【
井
沢
】
僕
は
、
地
震
が
あ
っ

た
と
き
に
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た

ん
で
す
ね
。
最
初
、
実
態
が
良

く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
夕

方
に
な
っ
て
だ
ん
だ
ん
深
刻
な

状
態
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
て
、
喜
多
副
会
長
が
理
事
メ

ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
能
登
の
被

害
の
状
況
、
会
員
の
先
生
方
の

状
況
を
早
急
に
つ
か
む
必
要
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
提
案
さ

れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ

の
や
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
仕
事

が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
気

づ
い
た
と
い
う
、
非
常
に
お
恥

ず
か
し
い
状
態
で
し
た
。
申
し

わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。

【
平
田
】
歯
科
の
平
田
で
す
。

地
震
発
生
の
と
き
は
寝
て
い
ま

し
た
。
あ
ま
り
に
上
下
に
激
し

く
揺
れ
る
の
で
、
テ
レ
ビ
を
つ

け
た
ら
、
穏
や
か
な
輪
島
港
し

か
出
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
多

分
大
し
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

と
い
う
認
識
で
終
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
恥
ず
か
し
な
が

ら
危
機
感
は
ま
っ
た
く
な
か
っ

た
。

【
喜
多
】
野
々
市
で
内
科
を
開

業
し
て
お
り
ま
す
喜
多
で
す
。

あ
の
日
は
、
保
団
連
の
会
議

で
東
京
に
お
り
ま
し
た
。「
今
、

石
川
県
で
震
度
六
強
の
地
震
が

あ
っ
た
み
た
い
で
す
よ
」
と
か

言
わ
れ
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
携
帯
を
か
け
た
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
ま
っ
た
く
つ
な
が
ら

な
い
。
い
わ
ゆ
る
発
信
規
制
と

い
う
の
で
、
東
京
か
ら
石
川
方

面
は
恐
ら
く
全
然
つ
な
が
ら
な

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
み
ん
な

携
帯
を
見
な
が
ら
会
議
を
し
て

い
る
よ
う
な
状
況
で
し
た
。

携
帯
が
そ
の
後
三
十
分
く
ら

い
で
復
旧
し
て
、
一
応
詳
細
を

聞
き
ま
し
た
。
金
沢
は
揺
れ
た

け
れ
ど
も
大
丈
夫
と
分
か
り
ま

し
た
が
、
能
登
の
方
面
の
情
報

が
そ
の
と
き
は
は
っ
き
り
し
な

か
っ
た
。
帰
っ
て
き
て
本
当
に

驚
い
た
と
い
う
状
況
で
し
た
。

【
神
田
】
地
震
翌
日
の
月
曜
日
、

◆山岸　満◆
（山岸医院・内科、外科）輪島市門前町

◆喜多　徹◆
（保険医協会副会長・内科）野々市町

突然、轟音とともに身体が、掛けていた椅子から

10 センチほども飛び上がった。

今のは何だ、と思った瞬間、激しい横揺れ。たち

こめる粉塵。倒れ、崩れ落ちる棚。散乱する器具、

書類、薬品。

2007 年 3 月 25 日、日曜日午前 9 時 42 分。能登

半島地震の瞬間である。

3年前から私たち夫婦は、息子に仕事の大半を譲

って、金沢の郊外に小さな老人住宅を持ち、週末だ

け能登の医院を手伝いに金沢から通っていた。この

日も、週末の旅行に出かけた息子に代わって仕事に

就き、折しも、インフルエンザに罹った女性を診察

して、待合室に待たせてカルテを書き込んでいた矢

先に災害は起きた。

薄暗い非常灯の中で、散乱した薬品をかき分けて

いるうちに、当の患者は高熱のまま待合室から姿を

消していた。慌てて自宅へと駆けていったらしい。

その後の何時間かについては、残念ながらあまり

はっきりした記憶は無い。

ほとんど全壊した住宅から、蒼白な顔をして診察

室へ入ってきた妻。見回った病室の、患者さんの枕

元で割れていた窓ガラス。相変わらず院内に立ち込

める粉塵。倒壊した棚。

そのうち頭から血を流した何人かの男たちや下半

身一面に火傷を負った子ども、生爪を剥がした女

性、打撲傷の老人、何人の患者さんを診て、何人を

処置し、何人をどこの病院へ転送したか、記録する

暇も無かったこともあったかも知れないが、いまだ

に記憶はひどく曖昧なのである。あの時を期に、私

は少し呆けたのかもしれない。

わが医院のある、輪島市門前町道下地区は、この

地震の被害の最も集中した地区なので、全壊した私

の住宅を含め、村の半分以上の家が全半壊したり、

取り壊されて姿を消した。

人々は臨時の避難所で生活しているので、村は不

思議に静かで、人声もまばらである。災害以来、ひ

どい不眠症になった私は朝 2時に目覚めて、4時過

ぎ、薄明かりとともに村を一巡する。

幸い、医院は鉄筋コンクリートで建てられていた

ために倒壊を免れたので、私たち夫婦は病室の片隅

に寝起きし、息子は診察室で生活している。この生

活がいつまで続くか、先の見通しはまだ立たない。

しかし、医院内は暖房も効くし、インスタントとは

言え好きな物を好きな時に食べられるが、朝冷えの

村道を、寒そうに肩をすくめて、仮設住宅や避難所

から自宅の後片付けに帰る人たちは、どんなに辛い

思いをこらえていることだろう。

「がんばっています能登半島」そんなチラシがあ

ちこちに貼ってある。

行政関係者は、観光以外にほとんど収入の無いこ

の地区に頑張ってもらわなくては困るという切ない

思いをこめてこんなチラシを作ったのだろうが、被

災して希望を無くした人々はこれを見てどう思うの

だろうか。頑張らない人は悪者か。意気地なしか。

現に、被災したあと、自宅の後片付けをしていた

50 歳あまりの男性が縊死して、当院で検死した事

実もある。

私はこの一生のうちに 3回貧乏を体験した。最初

のときは学生時代。わが家はもともと醤油の醸造元

だったが終戦時、材料が手に入らなくなって破産し

た。大学一年の夏休みで帰省した私は、バスの窓か

ら見て、自宅がバラックに変わり果てているのを見

て驚愕した。私には何も知らされていなかったので

私はのうのうと学生生活を送っていたのだ。

2回目は昭和 47、8 年ごろ。精神病患者の解放運

動に参加して、患者のための工場を作り、支出が嵩

んで、妻の親戚から数千万の借金をした。しかし、

どの時も希望は失わなかった。何とかしようと、奮

起する意欲は捨てなかった。

そして今度の震災。年老いたせいか、私には将来

への夢が何一つ持てない。

早朝、村の中を巡りながら、私はため息をついて

涙ぐむ。

人々が居なくなる。高齢化の進んだこの村で、何

人が残るのだろう。息子の将来はどうなる。

これは天災だ。でもイラクでは同じことが人の手

で毎日起こされている。そしてイラク政府やアメリ

カ政府はこの町と同じようにスローガンを掲げる。

「イラクは頑張っています。イラクに未来はあ

る」。

今年は変に、風の強く吹く年だ。見渡す限り広々

と隙間だらけになった村の中を、季節外れの寒い風

が吹き抜ける。ハウスのビニールの切れ端をのせ

て。世界中が寒い。この時期、今さら何を話せばよ

いのだろう。老いて涙もろくなった私に、語ること

は何も無い。しばらくは筆も置こう。私は疲れすぎ

た。

（
五
面
の
つ
づ
き
）

（
七
面
に
つ
づ
く
）

震　災 震　災 震　災 
大和　一成（門前町・内科） 

文
書
参
加 
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事
務
局
で
打
ち
合
わ
せ
を
し

て
、
震
度
六
強
の
地
域
の
先
生

方
七
十
二
人
に
、
手
分
け
を
し

て
電
話
連
絡
を
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
翌
日
、
震
度
六
弱
の
地
域

の
先
生
方
八
十
九
人
に
も
フ
ァ

ク
ス
で
確
認
を
取
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

四
日
目
に
事
務
局
二
人
で
地

域
に
入
り
、
被
害
に
遭
わ
れ
た

先
生
方
の
状
況
把
握
に
努
め
ま

し
た
。

【
司
会
】
私
は
、
そ
の
日
は
当

番
医
で
、
九
時
四
十
分
ご
ろ

は
、
ち
ょ
う
ど
患
者
さ
ん
に
局

所
麻
酔
の
注
射
を
打
つ
寸
前
で

し
た
。
と
り
あ
え
ず
傷
を
縫
っ

た
後
、
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
た
ら
、
被
害
の
様
子
が

次
々
と
流
れ
て
き
ま
し
た
。
う

ち
の
職
員
も
私
を
含
め
て
能
登

出
身
者
が
多
い
の
で
、
み
ん
な

唖
然
と
し
て
い
ま
し
た
。
七
尾

市
の
ほ
う
は
少
し
家
が
傾
い
た

だ
け
で
大
丈
夫
だ
と
い
う
よ
う

な
こ
と
で
し
た
け
れ
ど
も
、
穴

水
や
富
来
出
身
の
職
員
は
、
実

家
が
潰
れ
た
と
か
、
蔵
が
潰
れ

た
と
い
う
知
ら
せ
が
次
々
に
入

り
、
職
員
も
パ
ニ
ッ
ク
状
態
で

し
た
。

そ
れ
で
は
、
地
震
直
後
か
ら

そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
門

前
の
先
生
方
に
お
話
し
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

歯
科
診
療
に
水
は
不
可
欠
 

診
療
所
が
一
週
間
不
能
に
 

歯
科
診
療
に
水
は
不
可
欠
 

診
療
所
が
一
週
間
不
能
に
 

【
星
野
】
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て

か
ら
、
二
階
が
診
療
室
で
し

て
、
ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
た
ん
で

す
。
松
原
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
よ
う
に
、
あ
っ
と
思
っ
て
、

開
け
て
ま
た
す
ぐ
閉
め
ま
し

た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
の
棚
が
全
部
開
い

て
、
中
に
入
っ
て
い
る
器
具
が

全
部
落
ち
て
い
ま
し
た
。
薬
品

も
こ
ぼ
れ
て
い
た
の
で
、
自
分

一
人
じ
ゃ
絶
対
片
づ
け
は
無
理

や
な
と
思
い
ま
し
た
。
二
台
の

パ
ソ
コ
ン
も
下
ま
で
床
に
で
ん

と
落
ち
て
い
ま
し
た
。

診
療
状
況
で
す
が
、
一
週
間

は
仕
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
緊
急
を
要
す
る
方
が
お
い

で
ま
し
て
、
散
ら
か
っ
て
い
る

中
で
一
日
一
人
、
二
人
は
診
て

い
ま
し
た
。

四
月
二
日
か
ら
水
も
出
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
使
っ
て

も
い
い
け
ど
流
せ
な
い
の
で
、

ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
感

じ
で
し
た
。

【
松
原
】
私
の
所
で
も
、
診
療

に
関
し
て
は
星
野
先
生
と
同
じ

よ
う
に
一
週
間
ぐ
ら
い
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
避
難
所
も
歯
科

医
師
会
と
一
緒
に
回
ら
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、
結
局
わ
れ
わ

れ
歯
科
医
が
で
き
る
こ
と
と
い

う
の
は
、
診
療
所
内
で
や
る
こ

と
が
、
最
も
い
い
こ
と
な
ん
だ

と
い
う
気
が
し
ま
し
た
。
行
政

の
人
た
ち
は
、「
と
り
あ
え
ず

先
生
、
早
く
始
め
て
く
だ
さ

い
」
と
言
っ
て
下
さ
っ
た
の

で
、
一
週
間
ぐ
ら
い
か
ら
僕
は

始
め
る
気
に
な
っ
た
ん
で
す
。

こ
れ
は
避
難
所
で
感
じ
た
こ

と
で
す
が
、
私
ら
地
域
の
者
が

回
っ
て
も
、
ほ
か
の
先
生
の
患

者
様
を
と
っ
た
み
た
い
な
形
に

な
っ
ち
ゃ
う
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
す
ご
く
動
き
に
く
い
状
況

で
し
た
。

【
平
田
】
先
ほ
ど
、
避
難
所
の

対
応
に
は
限
界
が
あ
る
。
で

も
、
直
後
は
避
難
所
で
な
い
と

対
応
で
き
な
い
。
歯
科
医
と
し

て
十
分
に
対
応
を
す
る
と
き
に

は
、
や
っ
ぱ
り
診
療
所
の
中
で

機
器
、
ス
タ
ッ
フ
が
揃
わ
な
い

と
難
し
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

【
松
原
】
そ
の
通
り
で
す
。

【
平
田
】
診
療
所
の
復
活
を
優

先
す
る
ほ
う
が
大
切
だ
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

【
松
原
】
私
は
そ
う
実
感
し
ま

し
た
。

【
司
会
】
歯
科
で
は
、
診
療
所

を
再
開
す
る
ま
で
に
一
週
間
と

か
二
週
間
と
か
か
か
っ
て
い
ま

す
。
障
害
と
な
っ
た
最
大
の
点

と
い
う
の
は
星
野
先
生
、
何
で

し
た
か
。

【
星
野
】
水
で
す
ね
。
電
気
は

す
ぐ
復
旧
し
ま
し
た
。
ガ
ス
も

大
丈
夫
で
し
た
。
水
が
出
た
後

も
下
水
道
が
町
全
体
で
や
ら
れ

【
山
岸
】
今
回
本
当
に
あ
り
が

た
か
っ
た
の
は
、
皆
さ
ん
の
取

り
組
み
が
も
の
す
ご
く
早
か
っ

た
こ
と
で
す
。
保
険
医
協
会
の

先
生
方
に
も
い
ろ
い
ろ
ご
訪
問

い
た
だ
い
て
、
本
当
に
あ
り
が

た
か
っ
た
。

た
だ
、
今
か
ら
思
う
と
、
ど

ん
な
状
況
で
あ
れ
医
療
者
の
立

場
と
し
て
は
地
域
の
状
況
が
ど

ん
な
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、

積
極
的
に
出
て
い
っ
て
把
握
す

べ
き
だ
っ
た
な
と
い
う
ふ
う
に

反
省
を
し
て
お
り
ま
す
。

一
日
目
の
十
二
時
過
ぎ
に
東

京
か
ら
能
登
地
震
に
対
し
て
の

救
護
隊
が
来
る
と
い
う
連
絡
が

あ
っ
た
。
い
き
な
り
こ
ん
な
と

き
に
東
京
か
ら
来
る
の
？
と
い

う
よ
う
な
感
覚
で
は
あ
っ
た
ん

で
す
が
・
・
・
。

い
ろ
い
ろ
な
現
場
を
経
験
し

て
お
ら
れ
る
方
で
、
そ
れ
な
り

の
チ
ー
ム
編
成
を
し
て
お
ら
れ

る
。
災
害
時
の
救
急
に
対
応
す

る
集
団
が
で
き
て
い
る
こ
と
を

私
は
初
め
て
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

外
科
と
内
科
の
先
生
に
、
看

保
健
師
の
献
身
的
活
躍
が
 

感
染
症
の
広
が
り
を
防
ぐ
 

保
健
師
の
献
身
的
活
躍
が
 

感
染
症
の
広
が
り
を
防
ぐ
 

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
八
日

目
ぐ
ら
い
ま
で
流
し
て
も
い
い

と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
れ
も
直
っ
た
わ
け
で
は

な
く
て
、
配
管
が
流
れ
な
い
と

こ
ろ
は
全
部
ポ
ン
プ
で
、
吸
い

上
げ
て
い
る
ん
で
す
。
上
水
が

来
て
い
る
の
に
こ
れ
を
流
す
な

と
い
う
の
は
大
変
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
る
問
題
で
し
た
。
自
分
の

家
で
も
使
っ
た
水
は
庭
先
と
い

う
か
、
土
に
捨
て
る
。
そ
う
い

う
こ
と
を
何
日
間
も
し
て
い
ま

し
た
。

護
師
が
二
人
で
し
た
。
ケ
ガ
を

し
て
い
る
患
者
の
処
置
を
頼
ん

だ
と
こ
ろ
、
バ
ッ
グ
を
開
き
ま

し
て
、
シ
ー
ト
を
破
る
と
イ
ソ

ジ
ン
の
玉
が
三
つ
ほ
ど
入
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
持
っ
て
き
て
、

ぱ
ぱ
ぱ
っ
と
、
も
の
の
一
分
ぐ

ら
い
で
縫
合
が
終
わ
っ
た
。

次
の
日
は
、
月
曜
日
で
し
た

が
、
金
沢
大
学
、
医
科
大
の
先

生
と
か
、
た
く
さ
ん
お
い
で
ま

し
た
が
、
被
災
が
大
き
か
っ
た

割
に
は
人
的
な
損
害
が
非
常
に

少
な
い
状
況
で
、
災
害
対
策
チ

ー
ム
も
ち
ょ
っ
と
戸
惑
う
よ
う

な
状
況
で
は
あ
っ
た
ん
で
す
。

門
前
の
方
で
は
い
わ
ゆ
る
急

性
期
は
も
う
す
で
に
終
わ
っ
た

か
ら
、
あ
と
は
慢
性
期
や
か
ら

ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
会
議
が

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

私
が
い
つ
の
間
に
か
、
能
登
北

部
医
師
会
長
と
い
う
立
場
も
あ

っ
て
、
取
り
ま
と
め
役
を
引
き

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
日
、
二
日
単
位
で
医
療
班
が

次
か
ら
次
へ
と
来
ら
れ
る
状
態

で
し
て
、
正
直
そ
の
連
絡
調
整

に
困
り
ま
し
た
。

困
っ
た
と
き
に
は
県
の
医
師

会
か
な
、
と
い
う
こ
と
で
電
話

を
入
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
救
護
所
を
二
つ
作

っ
て
、
巡
回
診
療
を
す
る
チ
ー

ム
を
一
つ
作
る
と
い
う
よ
う
な

プ
ラ
ン
で
対
応
す
る
と
い
う
ふ

う
に
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

避
難
所
で
起
こ
る
で
き
ご
と
に

関
し
て
は
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

が
ま
と
め
て
い
く
よ
う
な
形
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
の
日
の
三
時
ご
ろ
、
県
医

師
会
の
小
森
会
長
ご
自
身
が
、

「
お
れ
来
た
ぞ
」
と
。
ち
ょ
っ

と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
小
川
災
害
担
当
理
事
に
も

◆星野　伸也◆
（マルト歯科医院・歯科）輪島市門前町

◆大平　政樹◆
（保険医協会理事・外科）金沢市

出席いただいた3人の被災会員から地震災害における具体的な対応策がたくさん語られた
（6月17日、輪島市門前町にある徳木旅館にて）

（
六
面
の
つ
づ
き
）

（
八
面
に
つ
づ
く
）
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来
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
、
一

週
間
そ
う
い
う
体
制
で
乗
り
切

り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
保
健

師
の
献
身
的
な
働
き
は
素
晴
ら

し
か
っ
た
。
八
十
歳
ぐ
ら
い
の

脳
梗
塞
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
、

あ
る
避
難
所
へ
行
っ
て
か
ら
、

が
っ
と
吐
い
て
、
し
ば
ら
く
し

た
ら
ま
た
横
の
人
に
が
っ
と
吐

い
て
・
・
・
と
い
う
よ
う
な
日

が
一
日
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ

の
と
き
に
一
番
感
心
し
た
の

は
、
毎
日
毎
日
保
健
師
が
ト
イ

レ
ま
で
連
れ
て
い
っ
て
、
ト
イ

レ
を
さ
せ
た
後
手
洗
い
さ
せ

て
、
そ
の
後
ま
た
口
を
ふ
か
せ

て
、
一
回
一
回
全
部
床
も
ふ
い

て
、
そ
れ
を
毎
日
繰
り
返
し
て

帰
ら
れ
た
と
か
い
う
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。

【
司
会
】
少
し
問
題
を
絞
っ
て
、

お
話
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

実
際
に
は
い
く
つ
も
指
揮
系

統
が
あ
っ
た
が
た
め
に
混
乱
し

た
部
分
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す

け
れ
ど
、
そ
の
点
の
ご
苦
労
を

簡
単
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
山
岸
】
派
遣
さ
れ
た
先
生
方

の
対
応
も
、
そ
ん
な
に
悪
く
は

な
か
っ
た
。
な
か
っ
た
ん
だ
け

ど
、
小
千
谷
の
ほ
う
で
で
き
た

こ
と
を
こ
の
地
域
で
で
き
な
か

っ
た
ら
ち
ょ
っ
と
格
好
悪
い
と

い
う
、
そ
う
い
う
意
識
が
ち
ょ

っ
と
過
剰
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
確
か
に
最
初
は
行
政

と
の
つ
な
が
り
が
ち
ょ
っ
と
悪

か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
答
え
を
出

す
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
の
も

事
実
で
す
。

ち
ょ
っ
と
ほ
っ
と
し
た
の

は
、
県
医
師
会
の
小
森
会
長
に

来
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。

あ
の
先
生
に
来
て
い
た
だ
い
た

瞬
間
に
、
私
自
身
の
存
在
を
認

め
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
一
番

あ
り
が
た
か
っ
た
。
そ
う
い
う

立
場
の
方
と
一
緒
に
要
望
さ
え

す
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か

ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け

る
。「
巡
回
診
療
を
も
う
ち
ょ

っ
と
し
な
さ
い
よ
。
ど
れ
だ
け

で
も
ス
タ
ッ
フ
出
す
か

ら
・
・
・
」
と
い
う
具
合
で
し

た
。

【
神
田
】
山
岸
先
生
、
救
護
所

で
の
先
生
の
役
割
に
つ
い
て
少

し
話
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

【
山
岸
】
主
な
仕
事
は
、
例
え

ば
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群

の
検
査
に
来
る
と
言
わ
れ
れ

ば
、
そ
れ
を
い
つ
来
て
も
ら
う

と
か
、
そ
う
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

◆平田　米里◆
（保険医協会副会長・歯科）野々市町

今回われわれは、能登半島地震に被災しました。
神戸や新潟の地震と異なり、運よく病院、患者と
も特に地震による外傷や損傷もなかったので、震
災でパニックになるなどということはありません
でした。よって被災の経験談を話すにしても特別
なことはほとんどなく、ちょっとしたトラブルに
対応したに過ぎません。それでも多少なりとも今
後の参考になればと思い、体験談を書くこととい
たしました。
2007 年 3 月 25 日午前 9 時 42 分、震度 6 強の地
震あり。私は当日一人で門前町の自宅にいました。
身体は無事でしたが、揺れが治まって外に出たら、
自分の家の店部分が斜めになって、隣のお寺が完
全に倒壊していました。家族や自分の勤める病院
（輪島病院）が大丈夫であることをすぐ確認しまし
た。火の元などを確認し、自動車で輪島に向かい
ました。輪島に行くまで、道路の凹凸や段差がで
きていました。輪島市中心部は、門前とは異なり、
大きな被害は見当たりませんでした。水も出ると
のことでした。
病院到着後、透析室に向かうとスタッフがすで
に点検を済ませており、透析機器や配管に問題な
く、貯水槽にも十分な水があるとのことで、明日
の透析も平常どおり可能とのことでした。金沢大
学から「明日透析できるか」と連絡がありました
が、「大丈夫です」と答えました。市内では断水し
ているところがかなりあり、本当に大丈夫なのか
と不思議に思いました。市内の地下水や名水の出
るところには行列ができていたのが印象的でした。
しかし、翌日いざ透析を始めようという時間にな
って貯水槽の水が残りわずかになっていることが
分かりました。1人 240 リットルの水を使う通常の
透析をしたのでは、水が足りなくなることが判明。
急きょ透析方法を水を必要としない ECUMをメイ
ンとする透析に切り替えました。ただし、これは
あくまで緊急避難用で、ずっと続けるわけにはい
きません。結局その日は自衛隊などの給水車に応
援要請し、水を運んでもらいました。その間、ほ
かに回す水が回せなくなるなどの問題があり、翌
日からの透析は断念せざるを得ませんでした。す
ぐに県立中央病院の紺井先生と連絡を取り、明日
からの透析代行をお願いしました。その日の透析
は午前と準夜の 2回あり、この日の分は他院に急
に頼むわけにもいかず、何とか水を供給していた
だき当院でやることとなりました。
当院の透析患者 79 人全員がよそで透析すること

となり、事態は一変。その日に透析する人は必ず
病院に来るから、その時に連絡すればいいので、
まずは明日以降透析する人に連絡を取ることとな
りました。スタッフ全員集合し、転院の準備に追
われました。当初、ほとんどの患者に連絡がつか
ず現場が混乱しました。私と県立中央病院の腎臓
内科の紺井先生で連絡を取って話を進めていまし
た。ところが当院の透析室以外のスタッフと県か
ら派遣されてきた医師とで連絡のつく人を先に送
ることに決め、その上、透析中の患者さんらに、
透析が終わり次第すぐ搬送すると伝えられていま
した。私と紺井先生はそれを知らず、現場はさら
に混乱しました。結局、透析担当の私と紺井先生
の連絡ラインを最優先とし、それ以外のスタッフ
は何も決めるなと徹底し、事態は収まりました。
順次透析患者宅にも連絡がつき、最初の予定どお
り搬送の準備が着々と進みました。応援にきた医
師が県から派遣されてきた医師だったこともあり、
当院の総師長が、その決定をわれわれの透析担当
の連絡ラインより重要視したことが混乱の元でし
た。連絡ラインや指示系統の単純化は重要であり
ます。
午後になり、続々と翌日透析予定の患者さんと
その家族が病院に集まりました。さらに入院中の
透析患者さんも、その日に搬送となりました。す
べての患者を一手に引き受けてくれたため、当院
で振り分けたり、各病院に電話して状況などを確
認する手間が省けて、大いに助かりました。また、
すべての患者が入院して透析できるということで、
家族にとっても大変助かったようでした。おかげ
でかなりの時間が節約でき、紹介状も入院患者分
だけは何とか書くことができました。さすがに全
員の分は書くことができず、受け入れ先の病院の
先生方にご面倒をかけてしまいました。透析条件
と処方内容だけは、すべて連絡するようにしまし
た。
これまでに見たこともない数の報道陣にとまど
いながら、輪島市で用意したバス 2 台で午後 3 時
過ぎに県立中央病院に向け出発しました。能登自
動車道が通行止めで一般道を走ったのですが、2時
間半で到着しました。日ごろほぼ寝たきりや長時
間座れない患者さんなども普通のバスでの移動だ
ったので、道中心配でしたが、特にトラブルはあ
りませんでした。
われわれスタッフは、これでかなり肩の荷が下
りました。翌日の搬送も同様に行われましたが、

県中での受け入れにもさすがに限界があり、2 ～
10 人ずつ他の病院（社会保険病院、浅野川病院、
西病院、市立病院、済生会金沢病院、金沢医科大
学病院、金沢大学附属病院）で受け入れていただ
きました。元気な方で特に入院も希望しない患者
さんは富来の向病院に通院透析していただくこと
となりました。これらに関しても県立中央病院の
紺井先生をはじめ、各先生方が人数も決めてくだ
さり、こちらから各病院に連絡する必要はありま
せんでした。翌日はスムーズに、それぞれの病院
にバスで順に搬送しました。とにかく、当院での
作業ができるだけ単純で済むようになったことで、
本当に助かりました。その後 1 ～ 2 週間して、透
析以外の治療を要する患者さんを除き、ほぼ全員
が当院に戻ってきました。
透析以外で、当日に外傷患者がかなり来たもの
の、対処可能な人数であったため、それほど長く
臨時体制を敷く必要はなかったように思います。
幸い輪島病院そのものは損壊もなく機能的にも平
常どおりのことができましたが、予想外の水の問
題で透析患者さんを転院させることとなってしま
いました。これも地震の規模が神戸のようにもう
少し大きく、また透析施行中に起こったり、配管
の破損を生じたりしたならば、まったく異なる事
態になったと思います。
震災はその規模により状況はまったく異なりま
す。今回の震災において、われわれが直面したこ
とは、ほとんどが搬送の問題、連絡の問題でした。
それだけでもいろんなことを学びました。最後に
教訓というと大げさですが、私なりに助かった点、
反省点などあげたいと思います。
病院の外で独自にボランティアや医療班の方々
に医療行為をしていただき、その分、病院にかな
り余裕ができた。
病院の機能が維持されている場合、応援スタッ
フはほとんど必要ない。応援に来た人への業務の
説明や宿泊の手配に人手を費やし、かえって人手
不足となった。外部のスタッフが急に来ても、そ
の病院の仕事ができない。病院スタッフでやって
みてこれだけは応援が欲しいと必要性を感じた時
に、病院の求めに応じて来ていただく方がいい。
指示系統は単純にすること。いろんな人が勝手
に情報や連絡を持ち込むと、かえって時間がかか
るし混乱する。
予想や目測でものを言ってはいけない。確実な
ことだけ話すこととする。こんな時、皆、ある程
度使命感に燃えたりして興奮しているので、口数
が多くなる。無責任な発言が不必要な仕事を生む。
情報は自分から聞くようにする。待っていても教
えてくれない。正確な情報源は市役所なり県庁で
ある。
今回、さまざまな方にご尽力いただき、無事透
析することができました。まことにありがとうご
ざいます。

（
七
面
の
つ
づ
き
）

（
九
面
に
つ
づ
く
）

能登半島地震に際して 能登半島地震に際して 
松本　洋（輪島市・病院勤務・内科） 
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ま
し
た
。

【
司
会
】
避
難
所
で
は
ど
う
い

う
問
題
点
が
あ
っ
た
の
か
。
歯

科
の
立
場
か
ら
少
し
お
願
い
し

ま
す
。

【
星
野
】
避
難
所
は
、
歯
科
医

師
会
か
ら
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
し
て
、
都
合
三
回
。
そ

の
う
ち
二
回
同
行
し
た
ん
で
す

け
れ
ど
、
入
れ
歯
の
清
掃
や
、

あ
と
は
口
の
中
を
少
し
ふ
い
て

あ
げ
る
。
そ
れ
か
ら
、
入
れ
歯

を
少
し
削
っ
て
調
整
し
た
り
、

そ
の
程
度
な
ん
で
す
。

結
局
、
話
し
相
手
に
な
っ
て

あ
げ
る
こ
と
が
非
常
に
大
切

で
、
話
を
聞
い
て
も
ら
え
る
だ

け
で
そ
れ
が
ス
ト
レ
ス
発
散
に

な
る
ん
で
す
ね
。
歯
科
に
関
し

て
は
、
緊
急
を
要
す
る
も
の
は

そ
ん
な
に
な
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

後
は
こ
の
地
震
や
そ
の
後
の

活
動
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
残

し
て
お
い
て
、
少
し
で
も
次
に

役
に
立
て
ば
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

不
安
抱
え
る
お
年
寄
り
に
 

話
し
相
手
の
存
在
が
大
切
 

不
安
抱
え
る
お
年
寄
り
に
 

話
し
相
手
の
存
在
が
大
切
 

【
司
会
】
こ
う
い
う
状
況
で
は
、

食
べ
る
と
い
う
の
は
心
の
拠
り

所
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
、

そ
う
い
う
意
味
で
は
歯
科
の
先

生
の
役
割
と
い
う
の
は
非
常
に

大
き
い
で
す
よ
ね
。

【
山
岸
】
私
は
、
避
難
所
の
対

応
と
し
て
は
、
や
は
り
精
神
的

な
落
ち
込
み
を
い
か
に
少
な
く

す
る
か
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
い

う
の
は
、
私
自
身
そ
う
思
っ
た

わ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
黒
田
さ
ん

と
い
う
阪
神
で
活
躍
し
た
す
ば

ら
し
い
保
健
師
さ
ん
が
お
い
で

ま
す
が
、
そ
の
人
が
、
二
日
目

か
三
日
目
か
に
お
い
で
て
、

「
女
性
の
下
着
を
替
え
る
の
は
、

新
し
い
も
の
で
な
い
と
い
か

ん
」、
そ
ん
な
話
が
ぽ
ん
と
出

て
き
た
ん
で
す
。

何
で
今
、
や
っ
と
寄
り
添
っ

て
生
き
て
い
る
よ
う
な
状
態
で

そ
ん
な
「
下
着
ま
で
？
」
と
い

う
感
覚
も
あ
っ
た
ん
で
す
。
で

も
「
被
災
し
た
か
ら
と
い
っ
て

非
日
常
的
な
生
活
を
強
い
て
い

て
は
、
回
復
は
ま
す
ま
す
遅
れ

る
。
だ
か
ら
、
早
く
生
活
を
元

に
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
心
の
負

担
を
よ
り
少
な
く
し
て
、
回

復
、
復
興
に
つ
な
げ
る
・
・
・
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
な
る

ほ
ど
、
と
思
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
歯
科
の
先
生
方
が

来
ら
れ
た
と
き
は
、
本
当
に
皆

さ
ん
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

と
い
う
の
は
、
専
門
家
が
言
う

の
と
、
そ
う
で
な
い
人
が
言
う

の
と
は
違
う
ん
で
す
。

薬
も
飲
み
方
の
指
導
の
時

に
、
白
の
薬
が
黄
色
い
の
に
変

わ
っ
た
瞬
間
に
、
同
じ
名
前
で

も
す
ご
く
不
安
感
が
あ
る
ん
で

す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
薬
局
に
言

っ
て
、
元
の
処
方
と
同
じ
薬
を

出
し
て
も
ら
っ
た
り
と
か
。
そ

う
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
結
構
不

安
感
の
解
消
と
か
、
生
活
に
対

す
る
意
欲
の
回
復
が
早
か
っ
た

よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

先
生
、お
れ
の
体
揺
れ
る
 

一
カ
月
間
、P
T
S
D
も
 

先
生
、お
れ
の
体
揺
れ
る
 

一
カ
月
間
、P
T
S
D
も
 

【
喜
多
】
避
難
所
生
活
の
間
は
、

も
と
も
と
の
主
治
医
と
の
関
係

は
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。

【
山
岸
】
地
元
の
五
医
療
機
関

は
、
い
ず
れ
も
早
期
に
立
ち
上

が
れ
た
の
で
、
主
治
医
の
先
生

方
に
は
最
初
の
一
日
か
二
日
は

処
方
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
、

そ
の
通
り
調
合
し
、
次
か
ら
は

元
の
主
治
医
へ
お
願
い
す
る
と

い
う
形
で
し
た
。

【
喜
多
】
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ

ス
障
害
の
方
は
結
構
お
ら
れ
ま

し
た
か
。

【
山
岸
】
二
日
目
ぐ
ら
い
に
、

朝
三
時
か
四
時
ご
ろ
起
こ
さ
れ

て
、「
ど
う
し
た
の
」
と
顔
を

合
わ
せ
た
瞬
間
に
元
気
に
な
る

ん
で
す
。「
お
れ
、
今
二
階
に

お
る
も
ん
で
、
朝
に
な
る
と
眠

ら
れ
ん
。
不
安
に
な
っ
て
」
と

い
っ
て
来
る
ん
で
す
。
次
の
日

こ
の
地
域
で
同
じ
よ
う
に
 

暮
ら
せ
る
た
め
の
支
援
を
 

こ
の
地
域
で
同
じ
よ
う
に
 

暮
ら
せ
る
た
め
の
支
援
を
 

そ
れ
か
ら
、
地
震
か
ら
一
カ

月
ほ
ど
は
、
通
常
の
診
療
で
来

ら
れ
る
人
で
も
、
立
つ
た
び
に

「
先
生
、
お
れ
の
体
揺
れ
る
」

と
い
う
不
安
感
を
持
っ
て
い
る

人
が
い
ま
し
た
。

【
司
会
】
そ
ろ
そ
ろ
ま
と
め
に

入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
和
先
生
の
よ
う
に
深
刻
な

地
域
崩
壊
を
懸
念
さ
れ
る
状
況

も
や
は
り
生
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
、
今
、
感
じ
ら
れ
た
こ
と
や

今
後
の
課
題
な
ど
、
一
言
ず
つ

お
願
い
し
ま
す
。

【
平
田
】
僕
は
、
搬
送
シ
ス
テ

ム
。
歯
科
に
お
い
て
は
診
療
所

の
整
備
を
優
先
す
べ
き
で
す
。

診
療
所
と
避
難
所
と
の
間
の
搬

送
シ
ス
テ
ム
さ
え
き
ち
っ
と
し

て
い
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
こ
と

は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

【
井
沢
】
山
岸
先
生
の
お
話
を

お
聞
き
し
て
い
る
と
、
僕
は
や

は
り
そ
う
い
う
立
場
に
置
か
れ

る
と
、
人
と
い
う
の
は
自
分
が

思
っ
て
い
る
以
上
の
力
を
発
揮

す
る
も
の
だ
な
と
い
う
こ
と
を

痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
先
生
に

は
非
常
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
い

ま
す
。

【
星
野
】
保
険
医
協
会
と
い
う

の
は
、
今
日
、
同
じ
席
で
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
独
自
の
取
り
組
み
が
可

能
な
団
体
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
ぜ
ひ
、
こ
の

体
験
か
ら
得
た
こ
と
を
次
に
生

か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

【
司
会
】
災
害
時
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
づ
く
り
で
す
ね
。

【
山
岸
】
今
後
共
、
こ
の
地
域

で
同
じ
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
経
済
的

な
こ
と
を
含
め
た
幅
広
い
継
続

的
な
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
松
原
】
仮
設
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方
っ
て
結
構
孤
立
し
て
お

い
で
る
。
そ
の
方
々
の
心
に
手

を
当
て
て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
震
災

で
義
歯
を
な
く
さ
れ
た
方
で
そ

の
ま
ま
暮
ら
し
て
い
る
方
が
た

く
さ
ん
お
い
で
る
。
そ
う
い
う

方
に
一
日
も
早
く
義
歯
を
作
っ

て
差
し
上
げ
た
い
し
、
そ
の
た

め
に
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し

た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【
喜
多
】
こ
れ
か
ら
が
ま
す
ま

す
大
変
だ
な
と
。
そ
の
中
で
、

地
域
の
開
業
医
と
し
て
苦
悩
し

な
が
ら
、
で
も
地
域
の
医
師
と

し
て
の
立
場
で
一
歩
一
歩
一
緒

に
考
え
な
が
ら
、
お
互
い
協
力

し
て
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

思
い
ま
し
た
。

【
神
田
】
仮
設
住
宅
は
、
法
定

で
は
二
年
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
ど
う
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
、
公
的
な
公

営
住
宅
を
検
討
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
恐
ら
く
輪
島
市
と

か
被
災
自
治
体
だ
け
で
は
と
て

も
で
き
な
い
対
応
で
、
県
だ
け

で
な
く
国
へ
の
全
面
的
な
財
政

支
援
を
含
め
て
、
公
営
住
宅
を

地
元
の
意
向
に
沿
っ
た
形
で
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

【
司
会
】
保
険
医
協
会
と
し
て

は
、
今
後
も
特
集
を
組
ん
だ

り
、
座
談
会
を
開
い
た
り
、
こ

の
た
び
の
震
災
に
対
す
る
取
り

組
み
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
先

生
方
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆神田　順一◆
（保険医協会・事務局長）

◆井沢　宏夫◆
（保険医協会会長・内科）金沢市

マ
ル
ト
歯
科
医
院（
輪
島
市
門
前
町
） 

　
　
　
　
　
星
　
野
　
美
恵
子 

短 

歌 

地
震
に
遇
ひ
て 

な         

ゐ 

老
い
わ
れ
ら
爲な

す
術す
べ

も
な
く
若
き
ら
の
力
恃た
の

み
て
避
難
所
に
坐
す

倒
壊
の
家
屋
連
な
る
街
を
来
し
人
ら
「
か
わ
い
そ
う
に
」
と
涙
を
流
す

ヘ
ル
メ
ッ
ト
か
ぶ
り
し
見
知
ら
ぬ
人
ら
行
く
被
害
調
査
か
地な

ゐ震
去
り
し
街

や
う
や
く
に
開あ

け
し
店
舗
の
前
に
立
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
列
に
両
手
を
合
は
す

帰き

省せ
い

子し

は
地
震
に
遇
ひ
て
逞
し
く
わ
れ
ら
を
助
け
て
キ
ャ
ン
パ
ス
に
帰
る

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
覆
は
る
る
屋
根
の
上
を
飛
ぶ
今
年
も
元
気
な
つ
ば
く
ら
め
来
て

地な

ゐ震
に
壞
れ
し
家
の
庭
に
も
今
し
咲
く
木
蓮
・
紅
梅
・
白
き
鉄
線

激
震
に
遭あ

ひ
し
友
よ
り
譲
ら
る
る
「
ベ
ル
フ
ラ
ワ
ー
」
の
鉢
に
青
き
花
咲
く

や
が
て
日
本
を
背
負
ひ
て
行
か
む
若
き
ら
の
底
力
知
る
地
震
に
遇
ひ
て

あ
の
日
よ
り
は
や
三
ヶ
月
処し
ょ
し
ょ々
に
聴
く
再
建
伝
ふ
る
高
き
槌つ
ち
お
と音

（
八
面
の
つ
づ
き
）

も
や
っ
ぱ
り
朝
起
こ
さ
れ
ま
し

て
、
軽
い
安
定
剤
と
向
精
神
薬

を
使
っ
た
ら
少
し
落
ち
つ
い

た
。
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原
　
和
人（
金
沢
市
・
外
科
） 

会 員 投 稿  会 員 投 稿  

モ
ン
ゴ
ル
ち
ょ
こ
っ
と
旅 
モ
ン
ゴ
ル
ち
ょ
こ
っ
と
旅 

六
月
二
十
一
日
と
二
十
二
日

の
二
日
間
、
モ
ン
ゴ
ル
の
ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
（
Ｕ
Ｂ
）
で
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｎ
Ｗ
北
東
ア
ジ
ア
会
議
が
あ

り
、
出
席
し
て
き
ま
し
た
。
事

前
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
果
た
し
て
会
議
が
ま
っ

と
う
に
開
催
さ
れ
る
の
か
ど
う

か
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
予
想

（
期
待
）
に
反
し
て
、
Ｊ
Ｐ
Ｐ

Ｎ
Ｗ
な
ど
日
本
か
ら
の
参
加

四
十
数
人
を
含
め
て
、
約
八
十

人
ほ
ど
が
参
加
し
、
二
日
間
み

っ
ち
り
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

反
核
医
師
の
会
か
ら
は
私
を

含
め
て
二
人
だ
け
の
参
加
で
、

前
日
夜
に
Ｕ
Ｂ
に
着
き
、
会
議

終
了
の
翌
日
の
早
朝
Ｕ
Ｂ
を
出

る
と
い
う
強
行
軍
で
、
二
日
間

宿
泊
と
会
場
の
チ
ン
ギ
ス
ハ

ン
・
ホ
テ
ル
に
缶
詰
状
態
で
し

た
。Ｕ

Ｂ
は
、
日
本
の
稚
内
と
同

じ
緯
度
で
、
標
高
千
五
百
メ
ー

ト
ル
の
高
地
に
あ
り
ま
す
。
乾

燥
地
帯
で
、
昼
は
三
十
度
ほ
ど

に
な
り
ま
す
が
、
夜
は
十
度
ほ

ど
に
下
が
り
ま
す
。
ホ
テ
ル
の

ク
ー
ラ
ー
は
、
四
時
か
ら
十
一

時
ま
で
稼
動
で
、
そ
れ
以
外
は

窓
を
開
け
て
過
ご
し
ま
し
た

が
、
夜
に
虫
が
入
っ
て
く
る
こ

と
を
除
け
ば
快
適
で
し
た
。
日

本
で
は
こ
の
時
期
、
除
湿
機
が

必
要
で
す
が
、
Ｕ
Ｂ
で
は
加
湿

器
が
活
躍
し
ま
す
。

モ
ン
ゴ
ル
は
ソ
連
圏
の
国
で

し
た
が
、
ソ
連
崩
壊
以
降
は
、

ア
ジ
ア
の
一
員
と
し
て
の
国
づ

く
り
を
し
て
い
ま
す
。
核
兵
器

に
つ
い
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
一
国

で
非
核
地
帯
を
宣
言
し
、
国
連

に
も
認
め
さ
せ
、
国
の
安
全
を

保
障
す
る
道
を
模
索
し
て
い
る

こ
と
で
有
名
で
す
。
経
済
的
に

は
中
国
、
韓
国
の
企
業
の
進
出

が
め
ざ
ま
し
く
、
特
に
韓
国
の

企
業
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。
急

激
な
市
場
主
義
化
が
貧
富
の
格

差
や
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン

な
ど
の
社
会
問
題
を
発
生
さ
せ

て
い
ま
す
。
日
本
は
経
済
的
な

進
出
だ
け
で
は
な
く
、
砂
漠
化

防
止
な
ど
の
環
境
面
や
医
療
な

ど
の
分
野
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
的
な
支
援

を
し
て
お
り
、
今
日
の
相
撲
人

気
と
併
せ
て
、
好
感
が
持
た
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

せ
っ
か
く
モ
ン
ゴ
ル
に
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
の

大
自
然
の
醍
醐
味
を
経
験
す
る

機
会
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
朝
、
一
時
間
ほ
ど
Ｕ

Ｂ
の
中
心
地
を
散
歩
し
た
の

と
、
二
日
目
の
夜
の
パ
ー
テ
ィ

の
時
に
、
知
り
合
っ
た
モ
ン
ゴ

ル
人
に
「
明
日
早
朝
帰
る
予

定
」
と
話
し
た
ら
、「
せ
っ
か

く
モ
ン
ゴ
ル
に
来
て
い
た
だ
い

た
の
に
申
し
訳

な
い
。
こ
れ
か

ら
市
内
を
案
内

し
ま
し
ょ
う
」

と
言
わ
れ
て
、

夜
の
九
時
か
ら

一
時
間
あ
ま
り

タ
ク
シ
ー
で
市

内
を
案
内
し
て

い
た
だ
い
た
だ

け
で
し
た
。

ち
ょ
う
ど
、

そ
の
日
は
夏
至

で
、
夜
の
十
時

ご
ろ
ま
で
明
る
か
っ
た
の
で
す

が
、
ゲ
ル
が
あ
る
郊
外
に
行
っ

た
時
は
真
っ
暗
で
、「
す
ば
ら

し
い
自
然
で
し
ょ
う
」
と
言
わ

れ
て
も
、
周
り
は
闇
の
中
で
し

た
。
で
も
、
親
切
な
モ
ン
ゴ
ル

人
に
感
謝
で
す
。

食
事
は
、
ほ
と
ん
ど
ホ
テ
ル

の
食
事
で
、
モ
ン
ゴ
ル
料
理
を

口
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
羊
、
羊
と
期
待
し
ま

し
た
が
、
到
着
の
夜
ホ
テ
ル
で

食
べ
た
羊
肉
入
り
の
ラ
ー
メ
ン

と
、
お
昼
に
ホ
テ
ル
の
近
く
の

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
料
理
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
食
べ
た
羊
の
焼
肉
を

ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
バ
ー
ロ
フ
と

い
う
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
風
ピ
ラ

フ
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

昼
間
に
モ
ン
ゴ
ル
の
自
然
を

堪
能
し
た
い
と
思
っ
た
、
モ
ン

ゴ
ル
ち
ょ
こ
っ
と
旅
で
し
た
。

臨
死
体
験
の
研
究
か
ら
死

後
の
世
界
が
あ
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
、
そ
れ
に
関
す
る
本

が
、
近
年
よ
く
出
て
い
る
。

そ
れ
を
特
撮
に
よ
り
、
ラ

ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
と
サ
ス
ペ

ン
ス
に
か
ら
ま
せ
て
、
見
事

に
描
い
た
作
品
が
、
こ
れ
で

あ
る
。

恋
人
の
銀
行
員
サ
ム
（
パ

ト
リ
ッ
ク
・
ス
ウ
ェ
イ
ジ
）

と
彫
刻
家
モ
リ
ー
（
デ
ミ
・

ム
ー
ア
）
が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
で
改
装
し
て
住
む
こ
と
に

な
る
古
び
た
ロ
フ
ト
（
工
場

跡
）
の
幻
想
的
な
素
晴
ら
し

い
映
像
か
ら
始
ま
る
。

粋
な
新
居
で
愛
し
合
う
二

人
が
、
演
劇
鑑
賞
の
帰
り
に

暴
漢
に
襲
わ
れ
て
、
サ
ム
は

殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
サ
ム
の

霊
は
天
国
に
一
旦
迎
え
ら
れ

よ
う
と
す
る
が
、
モ
リ
ー
の

こ
と
が
心
配
で
、
こ
の
世
に

残
る
こ
と
に
し
た
。

サ
ム
は
、
新
居
に
何
か
を

物
色
に
来
た
自
分
を
殺
し
た

犯
人
を
見
つ
け
て
追
い
か
け

る
と
、
実
は
銀
行
で
自
分
の

親
友
と
思
っ
て
い
た
同
僚
の

カ
ー
ル
が
雇
っ
た
殺
し
屋
だ

と
判
明
し
た
。
そ
し
て
カ
ー

ル
が
モ
リ
ー
に
接
近
し
、
モ

リ
ー
は
だ
ま
さ
れ
て
危
険
に

さ
ら
さ
れ
て
い
く
の
を
知
る

の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
サ
ム
の
霊
は
モ

リ
ー
に
そ
の
危
険
を
知
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ

で
霊
媒
師
を
使
う
こ
と
を
思

い
つ
き
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

ア
ッ
プ
タ
ウ
ン
で
霊
界
と
現

世
を
結
ぶ
怪
し
げ
な
商
売
を

し
て
い
る
オ
ダ
・
メ
イ
（
ウ

ー
ピ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー

グ
）
に
頼
み
込
む
こ
と
に
し

た
。
メ
イ
は
サ
ム
の
霊
を
感

じ
、
話
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
だ
。

サ
ム
は
メ
イ
の
商
売
の
邪

魔
を
し
て
、
強
引
に
自
分
の

頼
み
を
引
き
受
け
さ
せ
た
。

仕
方
な
く
メ
イ
は
モ
リ
ー
の

と
こ
ろ
に
行
き
、
サ
ム
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
。
し
か

し
、
容
易
に
信
じ
よ
う
と
は

し
な
い
。
そ
こ
で
サ
ム
は
、

メ
イ
に
モ
リ
ー
と
自
分
し
か

知
ら
な
い
こ
と
を
伝
え
さ
せ

る
。
モ
リ
ー
は
、
ひ
ょ
っ
と

し
て
と
思
い
始
め
る
。
同
僚

の
カ
ー
ル
は
、
実
は
麻
薬
の

犯
罪
組
織
か
ら
マ
ネ
ー
ロ
ン

ダ
リ
ン
グ
を
頼
ま
れ
て
、
多

額
の
金
を
銀
行
口
座
に
振
り

込
む
仕
事
を
し
て
い
て
、
サ

ム
が
邪
魔
に
な
っ
た
の
だ
。

サ
ム
の
霊
は
人
に
見
ら
れ

ず
に
ど
こ
に
で
も
行
け
る
た

め
に
、
カ
ー
ル
の
悪
事
は
も

う
明
白
に
な
っ
て
し
ま
い
、

メ
イ
を
使
っ
て
、
金
は
犯
罪

組
織
の
口
座
に
は
行
か
ず
に

全
額
を
教
会
に
寄
付
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。

メ
イ
が
金
を
持
っ
て
い
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
カ
ー
ル

は
、
モ
リ
ー
の
と
こ
ろ
に
来

て
い
た
メ
イ
を
追
い
詰
め
る

が
、
サ
ム
の
霊
が
二
人
を
守

り
、
カ
ー
ル
は
落
ち
て
き
た

ガ
ラ
ス
に
腹
を
割
ら
れ
、
息

絶
え
た
。
そ
し
て
周
り
に
い

た
悪
霊
が
カ
ー
ル
の
霊
を
地

獄
に
引
っ
張
っ
て
い
く
の
だ

っ
た
。

そ
れ
か
ら
モ
リ
ー
は
、
サ

ム
の
霊
と
愛
を
感
じ
、
サ
ム

は
安
心
し
て
天
国
に
旅
立
つ

の
で
あ
っ
た
。

サ
ム
が
死
ん
で
か
ら
そ
の

霊
が
こ
の
世
に
ま
だ
い
る
霊

た
ち
と
交
流
し
、
い
ろ
い
ろ

と
学
ん
で
い
く
姿
が
お
も
し

ろ
い
。

こ
の
映
画
は
霊
か
ら
見
た

こ
の
世
を
描
い
て
い
る
。
い

か
が
わ
し
い
メ
イ
が
ユ
ー
モ

ラ
ス
で
魅
力
的
に
な
っ
て
い

き
、
モ
リ
ー
と
サ
ム
を
再
び

結
び
つ
け
た
ウ
ー
ピ
ー
・
ゴ

ー
ル
ド
バ
ー
グ
の
演
技
は
見

事
で
、
ア
カ
デ
ミ
ー
助
演
女

優
賞
に
輝
い
た
。

一
九
九
〇
年
の
素
敵
な
素

敵
な
映
画
な
の
で
あ
る
。

おすすめの1本 おすすめの1本 その 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

２９ 

【
監
督
】ジ
ェ
リ
ー
・
ザ
ッ
カ
ー 

【
主
演
】パ
ト
リ
ッ
ク
・
ス
ウ
ェ
イ
ジ 

 

デ
ミ
・
ム
ー
ア 

一
九
九
〇
年（
米
） 

ゴ
ー
ス
ト  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
幻 

左上がウランバートル市内（飛行機から）

IPPNW北東アジア地域会議にて
沖縄の武居先生（右）と筆者

回 

会員デビュー講演・シンポジウム 会員デビュー講演・シンポジウム 会員デビュー講演・シンポジウム 
～開催要項～ 

◆と　き　10月25日（木） 午後7時半～9時 
◆ところ　金沢都ホテル 5階「蓬莱の間」 

講演　①大門正一郎 会員 
　　　　だいもん内科・腎透析クリニック（野々市町／内科） 
　　　②橋本　憲三 会員 
　　　　はしもと内科クリニック（野々市町／内科） 
　　　③森　　明弘 会員 
　　　　森明弘クリニック（野々市町／外科・内科） 

第 １５ 

参加費 参加費は無料ですが、申し込みが必要です。 定員に達し次第、締め切らせていただきます。 
※詳しくは後日お送りする案内チラシをご覧ください。 
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上
田
　
英
博（
小
松
市
／
整
形
外
科
・
内
科
） 

能
登
の
秋
の
長
い
一
日 
能
登
の
秋
の
長
い
一
日 

会 員 投 稿  会 員 投 稿  空
は
抜
け
る
よ
う
に
青
く
、

ゆ
っ
た
り
と
雲
が
流
れ
、
風
は

あ
く
ま
で
も
心
地
よ
く
、
シ
ネ

マ
の
一
情
景
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
日
曜
日
。
し
か
し
本
日
ま

っ
た
く
予
定
が
無
く
、
こ
の
日

を
ど
う
過
ご
そ
う
か
と
ぼ
ん
や

り
し
て
い
ま
し
た
。

家
内
よ
り
能
登
へ
ド
ラ
イ
ブ

に
行
こ
う
と
提
案
が
あ
り
、
ま

ず
思
い
つ
い
た
の
が
真
脇
遺

跡
。
思
い
つ
い
た
ら
即
実
行
が

身
上
。
イ
ザ
能
登
へ
！

能
登
海
浜
道
路
は
ゆ
る
や
か

な
カ
ー
ブ
が
多
く
、
窓
外
の
景

観
は
最
初
が
海
・
次
は
山
へ
と

移
り
変
わ
り
、
両
方
の
風
を
た

っ
ぷ
り
と
満
喫
で
き
る
野
趣
あ

ふ
れ
る
道
路
で
す
。

で
も
、
な
ぜ
車
が
こ
ん
な
に

少
な
い
の
か
と
訝
り
な
が
ら

も
、
渋
滞
に
慣
れ
き
っ
て
い
る

身
と
し
て
は
、
こ
ん
な
素
晴
ら

し
い
道
路
を
、
独
り
占
め
状
態

で
走
れ
る
な
ん
て
と
快
感
に
酔

い
し
れ
て
い
ま
し
た
（
ア
ル
コ

ー
ル
は
飲
ん
で
い
ま
せ
ん
）。

あ
っ
と
い
う
ま
に
穴
水
に
到

着
。そ

う
い
え
ば
高
校
生
の
時

（
四
十
年
以
上
前
）、
部
活
動
の

県
大
会
が
穴
水
青
年
の
家
（
だ

っ
た
と
思
う
）
で
開
か
れ
、
一

泊
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
懐
か

し
い
気
分
に
浸
り
な
が
ら
先
を

急
ぎ
ま
し
た
。

再
び
山
道
に
入
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
ぱ
っ
と
視

界
が
開
け
、
内
浦
の
景
色
が
眼

に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

こ
は
「
ぼ
ら
待
ち
や
ぐ
ら
」
を

湾
内
に
設
置
し
た
海
浜
公
園
の

よ
う
で
し
た
。
海
や
空
の
色
、

点
在
す
る
雲
、
初
め
て
目
に
す

る
「
ぼ
ら
待
ち
や
ぐ
ら
」、
舟

や
イ
カ
ダ
で
漁
を
す
る
数
人
の

漁
師
さ
ん
。

大
変
幸
せ
な
気
分
で
、
ま
っ

た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
昼
食
を

と
思
い
た
っ
た
の
で
す
が
、
考

え
て
み
る
と
有
料
道
路
か
ら
一

般
道
に
入
り
、
穴
水
町
内
を
軽

く
一
回
り
し
て
こ
こ
へ
来
た
の

に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
食
堂
な
ど

の
存
在
が
ま
っ
た
く
記
憶
の
中

に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
お
ら

ず
、
少
し
不
安
に
な
り
な
が

ら
、
再
度
穴
水
に
戻
り
ま
し

た
。
小
高
い
丘
の
上
に
お
城
の

よ
う
な
建
物
が
見
え
た
の
で
、

き
っ
と
あ
れ
は
レ
ス
ト
ラ
ン
だ

ろ
う
と
決
め
付
け
て
向
か
っ
た

の
で
す
が
、
公
共
の
建
物
と
お

風
呂
の
施
設
で
、
近
く
に
高
等

学
校
が
あ
り
ま
し
た
。

ひ
ょ
っ
と
し
て
今
日
は
昼
抜

き
か
な
と
、
す
こ
し
焦
り
つ
つ

町
中
を
走
り
ま
く
り
、
よ
う
や

く
一
軒
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
様
の

食
堂
を
見
つ
け
店
内
に
入
り
ま

し
た
。
満
席
に
近
い
盛
況
ぶ
り

で
し
た
が
、
お
客
さ
ん
の
様
子

は
異
様
で
、
皆
が
皆
、
あ
る
一

点
を
見
続
け
、
箸
を
口
に
運
ぶ

の
も
忘
れ
た
よ
う
な
状
景
に
出

く
わ
し
ま
し
た
。

な
ん
と
い
う
土
地
柄
だ
ろ
う

と
思
い
な
が
ら
、
空
い
て
い
る

カ
ウ
ン
タ
ー
席
に
座
り
、
注
文

を
済
ま
せ
周
囲
の
お
客
さ
ん
が

注
視
し
て
い
る
方
向
を
見
る

と
、
そ
れ
は
や
や
上
方
に
設
置

し
て
あ
る
テ
レ
ビ
で
し
た
。

そ
し
て　

ビ
ッ
ク
リ
！

そ
の
日
は
「
十
月
九
日
」
日

曜
日
。〝
北
朝
鮮
核
実
験
〞〝
総

理
官
邸
〞
と
い
う
文
字
・
言
葉

が
乱
舞
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

場
に
は
、
真
脇
遺
跡
の
こ
と
は

す
っ
か
り
頭
か
ら
離
れ
、
も
う

自
宅
に
戻
る
こ
と
し
か
考
え
ら

れ
な
く
な
っ
た
情
け
な
い
自
分

し
か
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
半
年
後
の
三
月
最
後
の

日
曜
日
に
、
あ
の
能
登
半
島
地

震
が
起
き
、
美
し
く
素
晴
ら
し

か
っ
た
道
路
が
い
た
る
と
こ
ろ

で
傷
つ
き
・
陥
没
し
・
寸
断
さ

れ
た
様
子
を
見
る
に
つ
け
、
や

る
せ
な
い
思
い
が
つ
の
り
ま
し

た
。
で
も
そ
の
反
面
、
昨
年
全

線
走
行
で
き
て
、
私
自
身
と
し

て
は
幸
せ
だ
っ
た
か
な
と
も
思

っ
て
い
ま
す
。

地
震
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方

に
は
、
元
に
戻
ら
な
い
限
り
、

何
を
言
っ
て
も
な
ぐ
さ
め
に
は

な
り
ま
せ
ん
が
、
あ
の
時
ビ
ビ

ッ
タ
私
に
は
、
真
脇
遺
跡
と
い

う
宿
題
が
残
っ
て
い
ま
す
の

で
、
近
い
う
ち
に
必
ず
能
登
を

訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

勝
木
　
道
夫（
小
松
市
・
整
形
外
科
） 

始
め
ま
せ
ん
か 

安
全
で
効
果
的
な 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

始
め
ま
せ
ん
か 

安
全
で
効
果
的
な 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

会 員 投 稿  会 員 投 稿  
「
運
動
器
の
十
年
世
界
運
動
」

は
「
動
く
喜
び
、
動
け
る
幸

せ
」
を
標
語
に
、「
動
か
な
く

て
も
い
い
喜
び
」「
歩
か
な
い

幸
せ
」「
働
か
な
い
喜
び
」
や

「
人
生
を
謳
歌
し
な
い
幸
せ
」

に
は
っ
き
り
ノ
ー
と
叫
び
、
健

康
の
た
め
に
「
運
動
」
や
「
生

活
活
動
」
が
必
要
な
こ
と
を
明

示
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
何
事
に
も
熱
中

し
過
ぎ
る
悪
い
癖
の
出
る
人
が

案
外
多
く
、
健
康
に
良
い
と
信

じ
き
っ
て
始
め
た
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
、
膝
・
足
・
腰
を
痛
め
て

来
院
さ
れ
る
方
が
、
中
高
年
の

み
で
な
く
、
案
外
若
い
方
た
ち

に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

ド
ク
タ
ー
も
ま
た
例
外
で
な

く
、
昔
運
動
選
手
で
あ
っ
た
先

生
の
中
に
も
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

障
害
に
悩
ん
で
い
る
方
が
あ

り
、
私
は
自
信
を
持
っ
て
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
勧

め
て
い
る
。

こ
の
競
技
は
諸
外
国
で
は
と

て
も
盛
ん
で
、
全
米
ウ
エ
ル
ネ

ス
学
会
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
の
こ
の
種
目
の
参
加
者

は
、
毎
年
千
人
を
下
ら
な
い
。

し
か
し
、
日
本
で
は
残
念
な
が

ら
、
未
だ
全
国
で
愛
好
者
は
推

定
一
万
人
。
こ
れ
か
ら
の
普
及

が
望
ま
れ
て
い
る
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
下
半
身
の

運
動
で
あ
る
の
に
比
べ
、
上
半

身
も
よ
く
動
か
す
た
め
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
は
二
〇
％
増
え
、

肩
こ
り
に
も
良
い
。
運
動
強
度

は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
ラ
ン
ニ
ン

グ
の
中
間
で
あ
る
が
、
ポ
ー
ル

を
地
面
に
突
く
の
で
、
足
腰
の

負
担
は
四
分
の
一
。
し
か
も
歩

行
中
の
姿
勢
が
正
し
く
な
り
、

歩
幅
も
広
く
な
る
。
歩
行
速
度

も
速
く
な
る
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
を

履
い
て
、
専
用
の
二
本
の
ポ
ー

ル
の
先
を
後
に
押
し
出
し
な
が

ら
、
ス
キ
ー
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
の
要
領
で
歩
く
の
だ
。
腕

を
振
る
際
に
ポ
ー
ル
を
握
っ
た

り
放
し
た
り
す
る
が
、
専
用
ポ

ー
ル
に
つ
い
て
い
る
ス
ト
ラ
ッ

プ
に
手
首
を
通
し
て
い
る
の

で
、
放
し
て
も
ポ
ー
ル
を
落
と

す
こ
と
は
な
い
。

箱
根
や
飛
騨
の
温
泉
地
に

は
、
専
用
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
用
意
し

て
温
泉
地
で
の
健
康
づ
く
り
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
所
も
多
い

が
、
わ
れ
わ
れ
の
や
わ
た
メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
前
に
は
、
今

年
第
二
十
三
回
の
大
会
を
終
え

た
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

の
あ
る
「
憩
い
の
森
」
が
あ

り
、
そ
の
緑
豊
か
な
高
低
差
に

富
む
コ
ー
ス
は
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
も
、
と
て
も

楽
し
め
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。

来
る
九
月
二
十
三
日
に
小
松

で
開
か
れ
る
第
四
回
日
本
ウ
エ

ル
ネ
ス
学
会
で
は
、
か
つ
て
の

マ
ラ
ソ
ン
日
本
代
表
の
宇
佐
美

彰
朗
東
海
大
学
教
授
を
コ
ー
チ

に
招
き
、
こ
の
コ
ー
ス
を
利
用

し
て
初
心
者
に
も
正
し
い
仕
方

を
講
習
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

先
生
方
も
安
全
で
効
果
的
な

健
康
づ
く
り
運
動
を
き
っ
ち
り

習
っ
て
、
ご
自
身
の
健
康
の
た

め
に
も
、
膝
や
腰
の
痛
み
に
悩

ん
で
い
る
方
た
ち
に
も
こ
の
良

い
ス
ポ
ー
ツ
を
す
す
め
て
み
ら

れ
て
は
い
か
が
。

学
会
参
加
は
会
員
の
み
だ

が
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
翌
日
の
市
民
公
開
講
座
は
オ

ー
プ
ン
で
無
料
参
加
で
き
る

（
要
予
約
）。
ポ
ー
ル
は
用
意
し

て
あ
る
の
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
を
。

私
自
身
は
喜
寿
と
い
う
年
に

も
め
げ
ず
、
雨
天
で
な
け
れ
ば

短
時
間
で
も
ポ
ー
ル
を
手
に
自

宅
付
近
で
貯
筋
に
励
ん
で
い
る

体
験
か
ら
、
心
か
ら
お
勧
め
し

た
い
。

日本最古の漁法“ぼら待ちやぐら”
江戸時代から伝わる原始的な漁法

（答え 3面）



石 川 保 険 医 新 聞 2007年８月15日（毎月15日発行）（12）第424号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）

『福祉マップ』といえば、私が医療ソーシャルワーカー（MSW）として

勤務したてのころを思い出します。ある先輩MSWから「これさえ抱えて

いけば大丈夫だから」と渡されたのが当時まだB5判だった『福祉マップ』

でした。

今思えば、介護保険も自立支援法も始まる前でしたので、ページ数も今

のものよりずっと少なく、軽かったです。それがA4判になり、さまざま

な法改正、サービス種類の増加、そして編集委員の独断と偏見により

（？）、掲載される分野も多岐に渡っています。その分重いので、小脇に抱

えて行くと軽い筋トレも行えるほどです。

ページ数が増えて一見サービスの種類が増加したように見えていても、

実際には利用できるものが少なかったり、利用負担も増したりする分野が

少なくない中、近年の少子化対策という流れで、子どもの福祉に関するサ

ービスは一歩一歩前進している分野ではないでしょうか？

今回は、新たな編集委員を迎え、更新情報はもちろんのこと、不妊治療

や、妊娠時期に行われるサービスについても掲載される予定です。

私は、ひとり親家庭の福祉について担当させていただいたのですが、原

稿を書くにあたり、『福祉マップ』のためとは言わずに、相談窓口となっ

ている所にいろいろ聞いていると、残念ながら対応の良くないところが一

つありました。公の機関なので掲載しない訳にはいかないのですが、相談

機関が複数掲載されている場合には、相談者が賢くそれを選んでいく、と

いうことが『福祉マップ』の正しい使い方なんだなと、実感しました。

と、宣伝はここまでで、標題にある「奮戦記」という点で少々ボヤキた

いのと、それからお詫びをしなければなりません。私事ではありますが、

昨年４月に初めて子どもを産みました。産後数カ月間は本当に社会から取

り残されたように育児だけをして生活していたところ、編集委員へのお誘

いがあり、時折夜の会議にも参加してい

ます。初めのうちは娘も歩けなかったの

で悪さもせず、抱っこしながら会議に参

加できたのですが、そのうち隣の横山寿

一先生のボールペンや鞄をいじるように

なり、そして 1歳を過ぎると、縦横無尽

に保険医協会の部屋中を歩き回り・・・、

1カ月ごとの会議の度に「成長」を感じ

ずにはいられません。保険医協会の皆

様、編集委員の皆様、この場をお借りし

てお詫び申し上げます。

願わくば、わが娘がおしゃべりし出す

前に、完成させましょう。

「福祉マップ」 「福祉マップ」 
6回シリーズ④ 編集奮戦記 

改訂第7版 改訂第7版 

大きく重くなって・・・ 

社会保険労務士　加藤賀代子（野々市町） 

＜訂正とお詫び＞
本紙前号 5面に掲載した＜表 1＞石川県における平成 19 年度の集団的個別指導の選定基準

の数値に誤りがありました。訂正箇所は、医科診療所の内科（人工透析以外）から耳鼻咽喉科
までの「石川県選定基準値」及び「石川県（1件当たりの平均点数）」です。ゴチックの所を訂
正しました。会員及び関係者各位にご迷惑をおかけしました。謹んでお詫びいたします。

＜表 1＞　石川県における平成 19年度の集団的個別指導の選定基準

類型区分 医療機関数
対象

医療機関数
（８％）

石川県
選定基準値

石川県
（1件当たりの
平均点数）

全国平均
（1件当たりの
平均点数）

病   院

一般病院 58 5 37,601 34,183 40,098

老人病院 30 2 41,142 37,402 41,160

精神病院 12 0 36,387 33,079 

臨床・大学・特定 5 0 57,045 51,859 

計 105 7

診療所

内科（人工透析以外） 332 22 1,352 1,127 1,072

内科（人工透析が主） 9 1 5,324 4,437 6,641

精神・神経科 15 1 1,406 1,172 1,099

小児科 56 1 1,056 880 844

外科 76 3 1,607 1,339 1,157

整形外科 50 3 1,447 1,206 1,048

皮膚科 39 1 784 653 551

泌尿器科 4 0 1,295 1,079 1,955

産婦人科 37 1 1,146 955 954

眼科 55 3 815 679 648

耳鼻咽喉科 34 2 914 762 720

計 707 38

合計 812 45

病　院 歯科 20 1 1,118 932 887

診療所 歯科 470 38 1,572 1,310 1,268

合計 490 39

◇平均点数は病院は入院分。診療所、歯科、保険薬局は外来分。
◇平均点数とは、前年度 4月～ 9月の 6ヶ月間の公費負担医療を除く支払基金と国保連合会の
取り扱いレセプト 1枚当りの平均点数である。

◇平均点数の対象レセプトは、病院は社保の本人・家族の入院分、診療所は社保及び国保の本
人・家族外来分、小児科は家族分である。老人病院は老人保健法対象者を利用している。

◇選定基準値とは、石川県の類型区分ごとの平均点数に病院は 1.1 倍、診療所、歯科、保険薬
局は 1.2 倍の数値を掛けたもので、基準値以上が集団的個別指導の選定対象となる。

＜社保・国保審査委員名簿の一部訂正について＞
本紙前号 4面に掲載した「石川県社保・国保審査委員名簿」について記載内容に一部誤り
がありました。審査委員はじめ関係者各位にご迷惑をおかけし申し訳ありません。以下のよ
うに訂正します。訂正箇所は下線部の項目です。

＜支払基金審査委員＞

代表別 診療科 氏名 職名または勤務先 訂正項目

保険者 小児 笠原善三笠原善三笠原善三 笠原善仁

学識経験者 外科 竹下八州男竹下八州男竹下八州男 竹下八洲男

＜国保連合会審査委員＞

代表別 診療科 氏名 職名または勤務先 訂正項目

保険医代表 内科 池田清司 池田クリニック院長　 池田内科クリニック院長

保険者代表 内科 松下榮紀松下榮紀松下榮紀 河北中央病院長 松下栄紀

公益代表 内科 藤村政樹 金大大学院医学系研究科細
胞移植学　准助教授胞移植学　准助教授胞移植学　准助教授

金大大学院医学系研究科細
胞移植学　准教授

公益代表 内科 松井　忍 金沢医科大学　環境制御学
教授

金沢医科大学病院　環境制
御学教授

公益代表 外科 新井禎彦 金大医学部附属病院　心肺・
総合外科　助教授総合外科　助教授総合外科　助教授

金大医学部附属病院　心肺・
総合外科　助教

公益代表 皮膚 望月　隆 金沢医科大学　環境皮膚科
学教授

金沢医科大学病院　環境皮
膚科学教授

第2回石川県社会保障学校 

人権が息づく街づくり 
■と　き／9月22日（土）10：00～16：00 
■ところ／石川県立生涯学習センター  

〈午前〉 記念講演　人間に値する生活とは？～ナショナルミニマムと真の自立支援～ 
 布川　日佐史　静岡大学教授　専門：労働経済、ワーキングプア、生活保護 
〈午後〉 分科会 
 （1）貧困と格差を考える　－生活保護、ワーキングプア－ 
 （2）地域医療を考える　－医師不足、看護師不足問題とその打開の道は－ 
 （3）市町村合併で福祉はどうなったのか？ 
 （4）震災と社会保障 （生活保障） 
 （5）守れ子どもの権利、崩すな公的保育制度 

主催：石川県社会保障学校実行委員会 

 小川政亮 
著作集 全8巻 

いまこそ人権としての社会保障の確立を 

小川政亮著作集編集委員会編 

●
編
集
委
員 

井
上
英
夫
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編
集
代
表
﹈金
沢
大
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相
野
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安
孝  

秋
元
美
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国
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星
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鎌
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修
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明
治
学
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大
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立
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宏 

法
政
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佛
教
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木
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日
本
福
祉
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藤
原
精
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弁
護
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矢
島
里
絵 

首
都
大
学
東
京 

山
本
　
忠 

立
命
館
大
学 
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訪
問
診
察
が
終
了
し
た
方
が

三
百
七
十
六
人
で
、
そ
の
う
ち

五
十
六
人
の
方
が
自
宅
で
亡
く

な
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
訳
は
、
図
５
に
示
す

よ
う
に
癌
の
末
期
が
十
四
人

で
、
癌
で
は
な
い
方
が
二
十
七

人
（
神
経
難
病
の
方
一
人
含

む
）、
急
死
の
方
が
十
五
人
で

す
。癌

で
な
い
方
の
主
要
疾
患

は
、
認
知
症
が
八
人
、
呼
吸
器

疾
患
・
心
疾
患
・
脳
血
管
障

害
・
神
経
疾
患
・
筋
骨
格
疾

患
・
血
液
疾
患
・
老
衰
が
そ
れ

ぞ
れ
二
人
で
、
そ
の
他
が
五
人

で
し
た
。

癌
は
胃
癌
が
六
人
、
肺
癌
三

人
、
膵
癌
二

人
、
卵
巣
癌
・

癌
性
腹
膜
炎
が

そ
れ
ぞ
れ
一
人

で
し
た
。

こ
こ
で
は
癌

と
非
癌
に
分
け

て
そ
の
特
徴
を

み
て
み
ま
す
。

図
６
を
み
て

い
た
だ
き
ま
す

と
分
か
る
よ
う

に
、
非
癌
患
者

さ
ん
の
在
宅
開

始
か
ら
看
取
り

ま
で
の
期
間
は

平
均
四
五
・
八

カ
月
（
三
・
八

年
）
で
す
。
い

わ
ゆ
る
先
発
完
投
型
と
在
宅
医

療
業
界
で
は
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
疾
病
や
障
害
が
あ

っ
て
も
状
態
の
落
ち
着
い
て
い

る
と
き
か
ら
訪
問
診
察
を
始
め

て
、
最
期
の
最
期
ま
で
在
宅
療

養
を
し
た
方
々
で
す
。
癌
の
方

は
平
均
三
・
四
カ
月
で
す
。
当

た
り
前
で
す
が
、
非
癌
の
方
で

在
宅
月
数
が
有
意
に
長
い
で

す
。こ

の
非
癌
の
方
々
が
最
期
ま

で
自
宅
で
療
養
で
き
る
た
め
に

は
、
点
滴
や
全
身
状
態
の
頻
繁

の
観
察
な
ど
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
訪
問
看
護
が
必
須

で
、
か
つ
頻
回
に
行
っ
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
に
は
特
別
訪
問
看
護
指
示
書

を
書
い
て
お
願
い
す
る
の
で
す

が
、
こ
れ
に
は
十
四
日
間
と
い

う
し
ば
り
が
あ
り
ま
す
（
癌
の

末
期
に
は
し
ば
り
が
な
い
）。

非
癌
の
二
十
七
例
中
、
特
別
訪

看
指
示
書
が
出
さ
れ
た
の
が

十
九
例
で
し
た
。
特
別
訪
看
指

示
書
発
行
日
か
ら
看
取
り
ま
で

の
期
間
は
、
三
日
か
ら
三
十
一

日
で
、
平
均
一
五
・
八
日
で
し

た
。図

７
に
示
す
よ
う
に
、
特
別

訪
看
指
示
書
の
有
効
期
間
十
四

日
を
超
え
た
例
は
、
十
九
例
中

十
一
例
五
七
・
九
％
あ
り
ま
し

た
。
特
別
訪
看
指
示
書
の
有
効

期
間
十
四
日
は
、
非
癌
患
者
の

ある認知症の方がいて、自宅での一人暮らしが困難になり、その方が現在住んでいるところの近くにできた

グループホームに入ったとしましょう。 

しかし、そこでの生活が、職員と同居のほかの利用者だけの生活で、今までのその方の生活と連続性がない

場合や地域との接点がない場合は、同じ地域で住んでいるとしても、「まちで住み続け」ているということに

なるのでしょうか。その高齢者がもっている「地域地図」が重なり合って「まち」があると著者は言っています。 

高齢者の居場所を、介護が内付けされているか、外付けか、食事付きか無しかでみていくと、介護療養病床・

老人保健施設・特別養護老人ホーム・グループホーム・小規模多機能施設・養護老人ホーム・有料老人ホーム・

ケアハウス・シルバーハウジング・高齢者向け優良賃貸住宅（高優賃）・高齢者専用賃貸住宅（高専賃）・一般

集合住宅・自宅と名前は多数挙がります。 

この中で、介護が内付けで食事付きで、住居とサービスをセットで行うところが施設ということになるので

すが、それ以外の場所では、まず住居ということを保証し、それにサービスを個人個人に届けるということに

なります。 

著者は、今の介護保険制度では要介護度が高いと、その住むということすら十分保証されていないと指摘し

ています。さらに、住居の保証の上に、見守り・夜間の安心・移動支援・食事・一時入所・介護・看護・医療

が必要になってきます。最初の３～４項目は 地域での見守り、コミュニティづくりといった共助が基盤にな

るとしています。 

私たち医機機関の人間は、医療サービスを提供するときは、常に生活という視点を持つ必要があります。住

めなくては在宅医療が提供できるはずもないからですが、提供する「在宅」という場所も多様化する中で、も

ういちど「まち」というものを考え直す必要があるのではないでしょうか。 

井上先生の講演で、高齢者居住のシステムと形について学び、その中で医療機関の人間が果たすべき役割は

何かを考えてみたいと思います。（大川義弘） 

在宅医療講
演会へのお誘

い 
在宅医療講

演会へのお誘
い 

在宅医療講
演会へのお誘

い 

井上由起子
著『いえとま

ちのなかで老
い衰える～こ

れからの高齢
者居住その

システムと器
のかたち～』

 

（中央法規
）の書評と在

宅医療講演
会へのお誘

い（2） 

井上由起子
著『いえとま

ちのなかで老
い衰える～こ

れからの高齢
者居住その

システムと器
のかたち～』

 

（中央法規
）の書評と在

宅医療講演
会へのお誘

い（2） 

開 催 要 項 開 催 要 項 

9月9日（日） 
午前10時半～午後0時半 

 金沢都ホテル 5階 
「兼六の間」 

高齢者の住まいと 
在宅医療を考える 
国立保健医療科学院 
施設科学部施設環境評価室長 

井上  由起子氏 
医師、歯科医師 

と　き 

ところ 

テーマ 

講　師 

対　象 

お申し込み・お問い合わせ 

1076（222）5373

大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
内
科
） 

リレー・エッセイ リレー・エッセイ 

在宅 
医療 
在宅 
医療 

２０ 

数
字
と
絵
で
見
る
在
宅
医
療（
そ
の
三
）

在
宅
で
の
看
取
り
と 

特
別
訪
問
看
護
指
示
書 

神経難病 
1例（1.8 %） 

非癌高齢者 
26例（57.1%） 

急死 
15例（17.9 %） 

図5．自宅死亡の内訳　n＝56例  

癌のターミナル 
14例（23.2%） 

14日以内 
（42.1%） 

図7．特別訪看指示書発行から看取りまでの期間 

14日を超える 
（57.9 %） 

非がん患者の終末期　n=27
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50 

図６．在宅看取りの非癌、癌患者の比較 
在宅月数の比較 

45.8±42.7

3.4±2.6

p=0.007

非癌 癌 

看
取
り
の
時
に
は
、
半
数
以
上

が
そ
れ
を
超
え
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
期
間
の

制
限
を
外
す
か
、
延
長
す
る
こ

と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

（
以
下
次
号
）
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○テーマ─ ○テーマ─ 
アメリカが広島、長崎に 
原爆を落とした本当の理由 
アメリカが広島、長崎に 
原爆を落とした本当の理由 

喜多　徹（野々市町・内科） 

複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 

12その 
 

読書教室 

久間前防衛大臣の米国による広島・長崎への原爆投下は「しょうがな
い」発言は被爆国の国防の責任者としてまことに思慮を欠く発言で、辞任
は当然であるが、では原爆投下の本当の理由は何だったのか。62 回目の
原爆記念日を迎える今月、この問題を取り上げて見たい。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●【読んだ本】● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● その他参考にした書籍 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

『原爆投下決断の内幕（上、下）』
●著者：ガー・アルペロビッツ

●出版：ほるぷ出版

『日本の一番長い日』
●著者：半藤一利
●出版：文春文庫

『アメリカはなぜ日本に
原爆を投下したのか』
●著者：ロナウド・タカキ

●出版：草思社

①原爆を投下するまで日本を降伏させるな①原爆を投下するまで日本を降伏させるな

「米国大統領ハリー・トルーマンと国務長官ジェームズ・バーンズの二
人は、原爆の威力を実証するため手持ちの二発の原爆を日本の二つの都市
に投下し終えるまで、日本を降伏させなかった。これがこの本の主題である」。
以上の書き出しから始まる。
著者の鳥居民氏は、中国現代史の研究家。従来からトルーマンの原爆投

下の理由は、当時の鈴木内閣がポツダム宣言を黙殺したからとか、米軍が
日本上陸作戦を敢行すると百万の米兵の犠牲者が出るためとか言われてき
たが、それは事実に反し、本当は頭書のような理由から原爆を日本に投下
したことを状況証拠から解明していく。
本書のユニークな点は、当時の中国情勢と米国の対中国政策が日本への

原爆投下決定のプロセスに多少なりとも関与が伺えること、トルーマン、
バーンズの意向を知る上で、7月 4日ニューメキシコ州での原爆実験成功
の日、7月 15 日ポツダム会談開催日、8月 1日投下準備完了日、8月 8日
ソ連の参戦の日の 4つを重要な日付ととらえ、彼らの意図を推理する。結

論的に日本への原爆投下を避けられないような流れを作った。まことに残
酷、冷酷な話である。

②暗闘　―スターリン、トルーマンと日本降伏―②暗闘　―スターリン、トルーマンと日本降伏―

著者の長谷川毅氏は、東大文卒、渡米して主にロシア史を研究。現在は
カルフォルニア大教授、3カ国語に堪能で、旧ソ連、米国、日本の 1945
年の国際政治の状況（パワーゲーム）をリアルに再現する。
ソ連のスターリンは、欧州での戦闘が終結後、できるだけ早く日本に宣

戦布告し領土を奪還したかった。できれば北海道も占領したかった。彼の
領土要求のコンセプトは歴史学的事実より地政学的戦略的な重要性であ
る。一方トルーマンは真珠湾攻撃への復讐心、戦後の対ソ連対策、ソ連の
対日参戦前の原爆投下で米国の力を誇示すること。歴史に残る大統領との
功名心などの思惑で原爆投下に動いた。これに対し日本政府首脳は、1945
年の時点ではすでに負け戦を自覚し、和平斡旋をスターリンに依頼し続
け、最終的には國體（皇室）の護持のみを降伏条件にしぼった。とにかく
日本が敗戦を受け入れたのは、原爆投下より、最後まで信頼したスターリ
ンに裏切られ、ソ連の参戦に直面したファクターが大と結論づける。

●その他の書籍と考察
ガー・アルペロビッツの『原爆投下決断の内幕』も上下で 1,100 ページ

の大著で、この種の研究の基本的な教科書との位置づけである。
原爆投下の内幕を関係者の取材、当時の報道記事、公開公文書の読解な

ど丹念に追いかけて状況証拠を固めていく。『アメリカ人の良心』のよう
な書物である。特に国務長官バーンズと原爆開発の責任者グローブス将軍
への取材を通じての矛盾点の指摘は圧巻である。
トルーマン大統領を取材したロナウド・タカキの『アメリカはなぜ日本

に原爆を投下したのか』はトルーマンの生い立ちから考察する。ミズーリ
州出身で生家は仕立屋、家計は苦しく高卒の学歴。幾多の偶然が重なり終
戦の年に大統領に就任。ある種のコンプレックスとその反動としての『男
らしさ』を演ずる必要性から原爆投下の決定に到ったと説く。
最後に日本の終戦を迎える日のことを経時的にルポした半藤一利の『日

本の一番長い日』も原爆投下と終戦の関係を知る上で参考になる。天皇が
直接終戦のイニシアティブを取るのは、沖縄陥落、原爆でなく、やはりソ
連の参戦である。敗戦は必然であっても 8月 15 日に至る数日はかなりド
タバタしたことが分かる。
以上、振り返るに、かの大日本帝国とは何とあわれな国であろうかと思

う。開戦から終戦まで、秘密外交電報が暗号解読で敵方に筒抜けで、日ソ
中立条約を信じ終戦交渉の仲介をスターリンに依頼し、その内容がまた米
国に筒抜け、8月 8日のソ連参戦に狼狽したあげく、あたふたと終戦。情
けない国であると思う。
もう一つ気になったのは、國體（皇室というシステム）護持の問題、

①、②を読むと結局、終戦を決断したのは、これ以上に国民の生命財産の
喪失を防ぐためと言うより、國體の護持つまり、終戦後、天皇および日本
政府の国家統治の権限は連合国最高司令官に従うもの （subject to） とす
る連合国側からの回答をもらい、一安心して天皇の指導の元に矛を収めて
いる。半藤氏の著作では天皇にやや同情的に書いてあるが。
今から考えると、国民の生命より國體が大事とは、まさに異常な状況の

国家体制であったと言えると思う。
米国は去る 7月 4 日のジョセフ核不拡散問題担当特使の発言のごとく、

原爆投下を一貫して肯定している。しかし米国の民間レベルでは、やって
はいけなかったとの反省機運が生まれつつあるという。もう二度とこのよ
うな悪魔の兵器が使われないよう、われわれもささやかながら核廃絶と恒
久平和の思いを世界に向け発信していこうと思う。

②暗闘
―スターリン、トルーマンと日本降伏―

●著者：長谷川毅
●出版：中央公論社（2006 年 2月初版）

①原爆を投下するまで日本を降伏させるな
―トルーマンとバーンズの陰謀

●著者：鳥居民
●出版：草思社（2005 年 5月初版）

お申し込み・お問い合わせは 石川県保険医協会【1076（222）5373】まで 

プロのための 
さわやか 
接遇セミナー 

『医院過剰といわれる現在、患者さんに選ばれる医院となるには医療技術はもちろんのこと、
スタッフの接遇が目に見えないサービスとなり、患者さんに好印象を与える大きな要素になると
思います。気持ちのよい接遇は、医院にとっての基本であると言え、スタッフひとりひとりのモチ
ベーションと、患者さんを大切にする小さな心がけを習慣化していくことが大切だと思います。 
3月の能登半島地震で被害を受けた能登地区の先生方を応援する意味で、七尾会場でも開催

します。医科・歯科を問わず多くの医療機関の皆様方のご参加をお待ちしております。 
定員に達し次第、締め切らせていただきますので、お早めにお申し込み下さい。 

サタデーナイトセミナー 

金沢 
会場 

●8月25日（土）　18時から20時 
●石川県地場産業振興センター 
本館 第1研修室（定員200人） 
金沢市鞍月２丁目１番地　1０７６-２６８-２０１０ 

七尾 
会場 

●9月1日（土）　18時から20時 
●七尾サンライフプラザ 2階 
視聴覚室（定員100人） 
七尾市本府中町　1０７６７-５３-１１６１ 

神保　洋子氏 
（資生堂シニアビューティー　ダイレクター） 

講師 医科・歯科医院 
スタッフ等 

参加 
対象 

無料 
（ただし、非会員の医療機関からの 
  参加は一人1,000円） 

参加費 

金沢会場の会場が変更になりました。ご注意下さい。 事
務
局
休
務
の
ご
案
内
 

　
八
月
十
四
日（
火
）〜
八
月
十
六
日
（
木
）は
、
盆
休
の
た
め
 

事
務
局
を
休
務
致
し
ま
す
。 

　
ご
了
承
下
さ
い
。 



石 川 保 険 医 新 聞（15）2007年８月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第424号

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
、
母
に
は
心
配

か
け
ど
お
し
だ
っ
た
。

中
学
一
年
の
秋
に
父
を
亡
く
し
て
か
ら
、
女
手
一
つ
で
僕

ら
四
人
の
子
ど
も
を
育
て
上
げ
て
く
れ
た
母
、
思
い
出
せ
ば

き
り
が
な
い
が
、
自
分
に
と
っ
て
人
生
の
岐
路
に
立
っ
た
と

き
に
、
時
に
は
厳
し
く
突
き
放
さ
れ
た
こ
と
は
、
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
で
あ
る
。
私
が
大
学
受
験
の
と
き
に
、
家
業
で

あ
る
歯
科
で
は
な
く
て
文
系
の
大
学
に
進
み
た
い
と
言
っ
た

と
き
も
、
反
対
は
し
た
け
れ
ど
、
子
ど
も
の
意
見
を
受
け
入

れ
て
く
れ
て
受
験
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
受
験
に

失
敗
し
て
浪
人
中
に
、
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
最

後
、
歯
科
大
に
進
み
歯
科
医
に
な
れ
た
こ
と
も
、
母
の
お
か

げ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
感
謝
し
て
も
感
謝
し
き
れ
な
い
。

自
分
が
親
に
な
っ
て
初
め
て
、
親
の
立
場
、
そ
し
て
子
ど

も
へ
の
接
し
方
の
難
し
さ
が
実
感
で
き
た
。
い
つ
も
反
発
ば

か
り
し
て
い
た
自
分
と
わ
が
息
子
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、

カ
エ
ル
の
子
は
カ
エ
ル
か
な
と
納
得
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

子
ど
も
と
い
う
の
は
親
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
。
い

や
、
聞
き
た
く
な
い
の
か
、
お
互
い
に
反
発
ば
か
り
し
て
い

る
。
今
、
わ
が
息
子
も
、
親
と
同
じ
道
を
た
ど
り
、
名
古
屋

で
浪
人
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
一
応
家
業
を
や
り
た
い
と
は

言
っ
て
い
る
が
、
う
れ
し
い
反
面
、
こ
れ
か
ら
の
わ
れ
わ
れ

を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
を
考
え
る
と
、
簡
単
に
喜
ん
で

ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い
。

母
が
、
亡
く
な
る
前
に
孫
で
あ
る
息
子
に
「
○
○
ち
ゃ
ん

は
、
本
当
は
頭
が
い
い
か
ら
、
頑
張
っ
て
お
父
さ
ん
と
同
じ

道
へ
進
み
な
さ
い
」
と
言
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
や
は

り
、
四
人
の
子
ど
も
と
三
人
の
孫
を
面
倒
み
て
き
た
だ
け
あ

っ
て
、
子
ど
も
の
気
持
ち
を
汲
ん
だ
い
い
ア
ド
バ
イ
ス
だ
な

と
感
心
し
た
次
第
で
あ
る
。
そ
の
せ
い
か
、
そ
れ
ま
で
歯
科

に
は
進
み
た
く
な
い
と
言
っ
て
い
た
子
ど
も
が
、
カ
ミ
さ
ん

の
助
言
も
あ
っ
て
、
そ
の
後
、
進
路
を
固
め
た
よ
う
で
あ

る
。先

日
、
一
周
忌
を
終
え
て
、
久
し
ぶ
り
に
兄
弟
親
戚
が
集

ま
り
母
の
話
を
し
た
。
田
舎
の
お
墓
の
前
で
皆
で
頭
を
垂
れ

て
し
ば
し
黙
考
し
た
が
、
生
前
よ
く
叱
ら
れ
て
い
た
こ
ろ
が

な
つ
か
し
く
、
そ
の
声
が
二
度
と
聞
け
な
い
と
思
う
と
、
あ

ら
た
め
て
寂
し
い
。

石丸　幹夫（金沢市・耳鼻咽喉科） 

石丸幹夫先生の 6回シリーズ⑤ 

愛すべき人達　光州（クアンジュ韓国） 

私
の
光
州
市
と
の
付
き
合
い

は
、
古
く
一
九
八
二
年
（
昭
和

五
十
七
年
）
か
ら
で
あ
る
。
当

時
、
私
が
所
属
し
て
い
た
金
沢

北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
南
光

州
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
姉
妹

ク
ラ
ブ
に
な
っ
た
時
か
ら
で
、

故
飯
野
健
志
国
際
奉
仕
委
員
長

（
金
沢
市
・
飯
野
歯
科
医
院
長
）

と
光
州
市
を
訪
問
し
た
こ
と
に

は
じ
ま
る
。

そ
れ
は
四
十
九
歳
の
私
に
と

っ
て
初
め
て
の
海
外
旅
行
で
あ

り
、
珍
し
い
こ
と
ば
か
り
で
あ

っ
た
。

ク
ラ
ブ
の
姉
妹
提
携
式
典
の

後
、
食
事
に
自
宅
へ
招
待
し
て

く
だ
さ
っ
た
の
が
李
庠
根
先
生

で
産
婦
人
科
医
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
は
奥
様
の
心
の
こ
も
っ
た

料
理
を
い
だ
だ
い
た
。
先
生
は

「
こ
れ
ま
で
日
本
語
を
も
う
使

う
必
要
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ま
っ
た
く
久
し
ぶ

り
」
と
話
し
か
け
ら
れ
た
。
そ

の
こ
ろ
光
州
に
は
、
ま
だ
日
本

人
の
訪
問
客
が
珍
し
い
時
代
で

あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
は
光
州
事
件

で
有
名
な
所
で
あ
る
。
一
九
二

九
年
に
は
日
本
の
支
配
に
抵
抗

す
る
光
州
学
生
独
立
運
動
、
一

九
八
〇
年
に
は
全
斗
換
軍
事
独

裁
政
権
に
抵
抗
、
韓
国
史
の
舞

台
と
な
っ
た
所
で
あ
る
。
金
大

中
前
大
統
領
の
政
治
の
地
元
で

も
あ
る
。
も
と
も
と
百
済
国
で

あ
っ
た
か
ら
、
東
部
の
新
羅
国

と
は
因
縁
の
あ
る
所
で
あ
る
。

そ
れ
が
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

不
思
議
な
縁
で
、
多
く
の
光
州

の
人
た
ち
と
友
人
に
な
る
こ
と

が
で
き
た
。
医
科
大
学
を
設
立

し
た
朴
天
学
先
生
（
小
児
科

医
）
も
李
庠
根
先
生
と
と
も
に

本
当
に
親
友
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
何
遍
も
行
き
来
し
て
お
会

い
し
た
。

ま
た
、
李
庠
根
先
生
の
お
孫

さ
ん
は
私
の
家
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
た
。
ほ
か
、
国
会
議
員

の
故
金
柱
鎬
氏
、
鞠
蒼
根
氏
、

金
大
中
前
大
統
領
側
近
の
鄭
容

周
氏
、
弁
護
士
李
承
采
氏
、
実

業
家
千
命
倍
氏
、
ま
た
、
か
つ

て
の
全
羅
南
道
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
長
で
あ
っ
た
金
容
紋
先
生

（
医
師
）、
金
沢
大
学
に
留
学
時

に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
し
た
湖
南

大
学
教
授
の
朴
貞
亨
教
授
な

ど
、
何
十
人
に
も
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

光
州
は
野
球
も
強
い
。
日
本

で
有
名
な
人
に
は
、
起
亜
タ
イ

ガ
ー
ス
の
宋
銅
烈
（
ソ
ン
ド
ン

ヨ
ル
）
投
手
や
李
鍾
範
（
イ
・

ジ
ョ
ン
ボ
ム
）
は
、
中
日
ド
ラ

ゴ
ン
ズ
で
活
躍
し
、
金
炳
賢

（
キ
ム
・
ビ
ョ
ン
ヒ
ョ
ン
）
は

大
リ
ー
グ
の
投
手
、
ま
た
歌
手

の
金
連
子
な
ど
馴
染
み
の
人
も

多
い
。
変
わ
り
だ
ね
は
金
完
燮

（
キ
ム
・
ワ
ン
ソ
プ
）
は
韓
国

人
評
論
家
・
作
家
で
著
書
「
親

日
派
の
た
め
の
弁
明
」
は
日
本

で
は
四
カ
月
で
三
十
五
万
部
も

売
り
上
げ
た
が
、
そ
の
強
烈
な

内
容
で
、
韓
国
の
恥
と
名
誉
毀

損
で
告
訴
さ
れ
た
。

こ
ん
な
縁
が
あ
っ
て
、
成

人
、
子
ど
も
の
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
柔
道
、
サ
ッ
カ
ー
の
ス
ポ

ー
ツ
交
流
の
世
話
を
行
っ
た
。

そ
の
た
び
に
本
当
に
献
身
的
に

光
州
の
人
た
ち
は
付
き
合
っ
て

く
れ
た
。
柔
道
は
木
島
整
形
外

科
病
院
長
の
故
木
島
光
仁
先
生

と
共
に
訪
問
し
た
が
、
光
州
市

の
警
察
署
長
は
歓
迎
花
輪
を
贈

っ
て
く
れ
た
。

光
州
市
は
正
式
に
は
光
州
広

域
市
と
い
わ
れ
、
人
口
は

百
四
十
万
人
で
、
韓
国
第
五
の

政
府
直
轄
市
で
あ
る
。
文
化
芸

術
の
街
で
あ
り
、
韓
国
の
穀
倉

地
帯
で
、
食
べ
物
が
お
い
し

い
。
光
州
キ
ム
チ
は
韓
国
一
と

市
民
は
誇
り
に
し
て
い
る
。
光

州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
と
い
う
前
衛

芸
術
の
祭
典
に
は
二
度
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
が
、
理
事
長
さ
ん

は
金
沢
市
の
二
十
一
世
紀
美
術

館
を
よ
く
ご
存
じ
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
ご
ろ
は
私
も
下

手
な
韓
国
語
を
使
う
よ
う
に
な

り
、「
矯
胞
キ
ョ
ッ
ポ
在
日
韓

国
人
で
す
か
、
そ
う
い
え
ば
お

二
人
と
も
（
私
と
家
内
）
顔
立

ち
は
韓
国
人
で
す
ね
。
そ
れ
も

良
い
家
系
の
方
で
し
ょ
う
」
と

言
わ
れ
び
っ
く
り
し
て
い
る
次

第
で
す
。

会員リレーエッセイ　            ◆◆ 97◆◆

母
の
思
い
出

大
平
三
四
郎
（
金
沢
市
・
歯
科
）

原
稿
募
集
中

趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

カギを解き、二重ワクに入る文字を並べ替えてできる言葉は何？ 

②北斎、広重の─ 
③詳しいこと。─面談 
④○○あれば苦あり 
⑥健啖家はこれが丈夫 
⑦地下に設けた道路 
⑧つくし誰の子─の子 
⑪動かせること。─橋 
⑬東風。何と読む 

①ゲゲゲの鬼太郎の仲間 
⑤─は隆々仕上げをご覧じろ 
⑦水を貯えておく人工池 
⑨着替えの着物や服 
⑩仕事を離れて楽しむ○○時間 
⑫月下氷人 
⑭○○と杵で餅をつく 

（答え3面） 

タ
テ
の
キ
ー
 

ヨ
コ
の
キ
ー
 

囲 碁 

（解答は３面にあります） （解答は３面にあります） 

持
駒
　
金 

■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先コウ　5分で有段者 
〈ヒント〉初手が好手。白にも強手が 
 ありコウになります。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

〈ヒント〉序の三手がポイント。 
 10分で2級。 

123456
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銀 

金 

金 
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8 97654321

玉 

玉 

香 

歩 

歩 

歩 

桂 

桂 

飛 飛 

飛 

馬 

馬 

角 

銀 

光州の名山の無等山と元曉寺




	2007_08_01
	02_04新聞07年8月号のコピー
	05_09新聞07年8月号座談のコピー
	10_15新聞07年8月号のコピー
	2007_08_16

